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附則 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 福岡県立大学（以下「本学」という。）は、教育基本法（昭和２２年法律第２５号）及び学校

教育法（昭和２２年法律第２６号）に基づき、広く知識を授け、実践を重視した専門の学芸を教育

研究して、真理探究の精神と豊かな創造性を身につけた人材を育成し、もって文化の向上、保健・

福祉の増進及び地域の発展に寄与することを目的とする。 

（自己点検、評価等） 

第２条 本学は、教育研究水準の向上を図り、前条に掲げる目的及び使命を達成するため、教育及び

研究、組織及び運営並びに施設及び設備の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表

するものとする。 

（教育研究活動等の状況の公表） 

第３条 本学は、教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知を図ることができ

る方法によって、情報を公開するものとする。 
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第２章 学部、学科及び学生定員 

（学部） 

第４条 本学に、次の学部及び学科を置く。 

学 部 学 科 

人間社会学部 

公共社会学科 

社会福祉学科 

人間形成学科 

看 護 学 部 看 護 学 科 

２ 前項に規定する学部及び学科の目的は、次のとおりとする。 

学 部 目 的 

人間社会学部 

 人間と社会に関する諸科学を学ぶことによって、人間と社会とを総合的に理解し、

他の専門職と協働して問題解決に取り組むことのできる心豊かな人材を養成するこ

とを目的とする。 

学 科 目 的 

公共社会学科 

 現代社会の多様な課題に対応するため、地域社会と国際共生に焦

点をあて、公共性に根ざした社会問題解決能力に秀でた人材育成を

図ることを目的とする。 

社会福祉学科 

 複雑・多様化している生活問題（福祉問題）を解決するための科

学的知識及び実践力を有する社会福祉の人材を養成することを目的

とする。 

人間形成学科 

 人間の心身の形成過程と教育およびその諸問題に関する総合的な

研究・教育を行い、保育・幼児教育または生涯にわたる心理臨床な

どに携わる専門的な人材を育成することを目的とする。 

看 護 学 部 看 護 学 科 

 幅広い教養と豊かな人間性を備え、看護の専門職としての確かな

判断力と実践能力を身につけ、他の専門職と協働し、健康上の課題

に主体的・創造的に対応できる人材を育成することを目的とする。 

（学生定員） 

第５条 学科の定員は、次のとおりとする。 

学部 学科名 
学生定員 

入学定員 収容定員 

人間社会学部 

公共社会学科 ５０人 ２００人 

社会福祉学科 ５０人 ２００人 

人間形成学科 ５０人 ２００人 

看護学部 看護学科 ９０人 ３６０人 

計 ２４０人 ９６０人 
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第３章 大学院 

（大学院） 

第６条 本学に大学院を置く。 

２ 大学院に関する規程は、別に定める。 

 

第４章 授業科目及び単位数 

（授業科目及び単位数） 

第７条 本学で開設する授業科目は、基盤教育科目、全学横断型科目、専門教育科目、教科及び教職

に関する科目並びに養護及び教職に関する科目とする。 

２ 基盤教育科目として、教養科目及び基礎科目を置く。 

３ 看護学部にあっては、専門教育科目に代えて、専門基礎科目及び専門科目を置く。 

４ 第１項に規定する授業科目のほか、外国人留学生のための外国人留学生特別科目を置くことがで

きる。 

５ 各授業科目及びその単位数は、福岡県立大学学部履修規則（平成１８年法人規則第２０号）の定

めるところによる。 

（授業の方法） 

第８条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれか又はこれらの併用により行うもの

とする。 

２ 本学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項に規定する授業を多様なメディアを高度

に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 前項に規定する多様なメディアを高度に利用して行う授業の実施について必要な事項は別に定め

る。 

第５章 学年、学期及び休業日 

（学年及び学期） 

第９条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

２ 学年を次の２学期に分ける。 

前期 ４月１日から９月３０日まで 

後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

３ 前項に規定する学期の期間は学長の承認を得て変更することができる。 

（休業日） 

第１０条  休業日は、次に掲げるとおりとする。ただし、学長が必要と認めたときは、休業日を変更

し、又は臨時休業をすることができる。 

(1) 日曜日及び土曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

(3) 春季休業 ３月２０日から４月５日まで 

(4) 夏季休業 ８月１０日から９月３０日まで 

(5) 冬季休業 １２月２２日から翌年１月８日まで 

 

第６章 履修方法及び単位修得の認定 

（修業年限） 

第１１条  本学の修業年限は、４年とする。 

２ 在学期間は、８年を超えることができない。ただし、休学期間は、これに算入しない。 
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（単位の基準） 

第１２条  各授業科目の単位数は、１単位の授業科日を４５時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし、授業の方法に応じ、次の基準によるものとする。 

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲内で別に定める時間の授業をも

って１単位とする。 

(2) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲内で別に定める時間の授

業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文及び卒業研究については、必要な学修等を考慮して、人間社

会学部では６単位、看護学部では２単位とする。 

（卒業に必要な科目及び単位） 

第１３条  卒業に必要な単位数については、人間社会学部においては１２８単位以上、看護学部にお

いては１２５単位以上とする。 

２ 卒業に必要な科目及び単位は、学部ごとに別に定める。 

（科目の自由履修） 

第１４条  学生は、他の学部又は学科の科目（実験及び実習科目を除く。）を、当該科目担当教員の

許可を得て、履修することができる。 

２ 前項の規定により履修した科目の単位は、卒業に必要な単位には算入しない。ただし、各学科に

おいて別途指示するものについては、この限りでない。 

（他の大学等における授業科目の履修等） 

第１５条  教育上有益と認めるときは、別に定めるところにより、学生が他の大学又は短期大学にお

ける授業科目を履修することを認めることができる。 

２ 学生が前項の規定により履修した授業科目について修得した単位は、別に定めるところにより、

修得単位が３０単位を超えない範囲で、本学において修得したものと認定することができる。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第１６条  教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に、大学又は短期大学で履修した授

業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位も含む。）を、本学における授業

科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に、短期大学又は高等専門学校の専攻科、

大学の専攻科、修業年限２年以上の専修学校専門課程等において行った学修を、本学における授業

科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項の規定により学生の入学前の既修得単位又は学修について本学において修得したものとみ

なし、又は与えることのできる単位数は、編入学、転入学等の場合を除き、合わせて３０単位を超

えないものとする。 

（単位修得の認定方法） 

第１７条  科目の単位修得の認定は、試験又は平素の成績による。 
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２ 試験は、学期末又は学年末に、その履修した科目について筆記、口述、論文等の方法により行う。 

３ 前項の規定にかかわらず、授業科目によっては、随時試験を行うことがある。 

４ 卒業論文及び卒業研究の単位修得の認定については、別に定める。 

第７章 卒業、学位及び資格 

（卒業） 

第１８条  本学に４年以上在学し、かつ、第１３条の規定により所定の科目を履修し、所要単位を修

得した者には卒業証書・学位記を授与する。 

（学位） 

第１９条  前条の規定により卒業証書・学位記を授与された者には、その在籍した学科に応じ次の学

士の学位を授与する。 

学部 学科 学位 

人間社会学部 

公共社会学科 学士（社会学） 

社会福祉学科 学士（社会福祉学） 

人間形成学科 学士（教育学） 

看護学部 看護学科 学士（看護学） 

（資格） 

第２０条  第１３条に定める単位を修得した上、法令等に定める所定の授業科目を履修し、その単位

を修得した者は、次の資格等を取得することができる。 

学部 学科 資格等の種類 

人間社会学部 
社会福祉学科 社会福祉士及び精神保健福祉士の国家試験受験資格 

人間形成学科 保育士の資格 

看護学部 看護学科 保健師及び看護師の国家試験受験資格 

（教諭の免許） 

第２１条  第１３条に定める単位を修得した上、教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）第５

条第１項に規定する所定の科目を履修し、その単位を修得した者は、次の免許状を取得することが

できる。 

学部 学科 免許状の種類 

人間社会学部 

公共社会学科 

高等学校教諭一種免許状（公民） 

高等学校教諭一種免許状（情報） 

中学校教諭一種免許状（社会） 

社会福祉学科 高等学校教諭一種免許状（福祉） 

人間形成学科 

幼稚園教諭一種免許状 

特別支援学校教諭二種免許状（知的障害者・肢体不自 

由者・病弱者） 

看護学部 看護学科 養護教諭一種免許状 
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第８章 入学、転学、留学、退学及び休学 

（入学） 

第２２条  入学の時期は、学年の始めとする。 

（入学資格） 

第２３条  本学に入学することができる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者

(3) 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了し

た者 

(6) 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１５０条第４項の規定により文部科

学大臣の指定した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）により文部科学大臣が行

う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学

資格検定規程（昭和２６年文部省令第１３号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

(8) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、１８歳に達したもの 

（入学の出願） 

第２４条  本学に入学を志願する者は、本学所定の書類に入学考査料を添えて出願しなければならな

い。 

（入学試験） 

第２５条  前条の入学志願者については、学長の定めるところにより、入学試験を行う。 

（入学手続及び入学許可） 

第２６条  入学試験の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、保証人連署の誓約

書及び学長が別に定める書類を提出するとともに、所定の入学料を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（保証人） 

第２７条  前条の保証人は、親族その他本学が適当と認める者で、学生の身上に係る一切の事項につ

いて連帯してその責任に任ずる者でなければならない。 

２ 学生は、保証人の身分の変動があったときは、新たに保証人を定めて前条第１項の誓約書を本学

に提出しなければならない。また、保証人の住所の変更があったときは、学長に届けなければなら

ない。 

（編入学） 
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第２８条  学長は、本学に編入学を志願する者があるときは、別に定めるところにより、選考の上相

当年次に入学を許可することができる。 

（転入学） 

第２９条  学長は、他の大学から本学に転学を志願する者には、別に定めるところにより、選考の上

これを許可することができる。この場合において、現に在学する大学の学長の許可書を願書に添付

しなければならない。 

（転学科、転学部及び転学） 

第３０条  学長は、他の学科に転学科を志願する者又は他の学部に転学部を志願する者に対し、所定

の手続により、選考の上転学科又は転学部を許可することができる。 

２ 他の大学への入学又は転入学を志願しようとする者は、事前に学長の許可を受けなければならな

い。 

（留学） 

第３１条  外国の大学又は短期大学で学習することを志願する者は、学長の許可を受けて留学するこ

とができる。 

２ 前項の留学期間は、第１１条に規定する在学期間に含めることができる。 

３ 第１５条の規定は、第１項に規定する留学について準用する。 

（退学） 

第３２条  病気その他やむを得ない事由により退学しようとする者は、その理由を明記し、保証人連

署の上、退学願を提出し、学長の許可を受けなければならない。 

（休学） 

第３３条  病気その他やむを得ない事由により休学をしようとする者は、その理由を明記し、保証人

連署の上、休学願を提出し、学長の許可を受けなければならない。この場合において、病気を理由

とする者にあっては、医師の診断書を添付しなければならない。 

２ 学長は、病気その他やむを得ない事由により修学に適しないと認める者に対し休学を許可するこ

とができる。 

３ 休学期間は、１年を超えることができない。ただし、特別の事由のある者には、更に１年以内の

休学を許可することができる。 

４ 休学期間は、通算して修業年限を超えることができない。 

５ 休学期間中にその事由が消滅したときは、学長の許可を受けて復学することができる。 

 

第９章 除籍及び懲戒 

（除籍） 

第３４条  学長は、次の各号のいずれかに該当する者を、当該学生の所属する学部の教授会の議を経

て除籍することができる。 

(1) 第１１条第２項に規定する在学期間を超えた者 

(2) 授業料等の納付を怠り、督促を受けてなお納付しない者 

(3) 死亡した者又は長期間にわたり行方不明の者 
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(4) 許可を受けた休学期間を超えて、なお修学できない者 

２ 前項の規定にかかわらず、前項第３号に掲げる者のうち死亡したものについては、教授会の議を

経ずに除籍するものとする。この場合においては、当該学生が死亡した日をもって除籍とする。 

（懲戒） 

第３５条 学長は、本学の学則その他の規程に反し、秩序を乱し、又は学生としての本分に反する行

為のあった者を当該学生の所属する学部の教授会の議を経て懲戒することができる。 

２ 懲戒の種類は、戒告、停学及び退学処分とする。 

３ 前項の退学処分は、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第２６条第３項の定め

るところによる。 

 

第１０章 再入学 

（退学者の再入学） 

第３６条  学長の許可を受けて退学した者が再入学を希望したときは、学長はその者の所属していた

学部の教授会の議を経て再入学させることができる。 

（除籍又は退学処分を受けた者の再入学） 

第３７条  除籍又は退学処分を受けた者が再入学を希望するときは、除籍事由が消滅した又は反省の

実があると認められるときに限り、学長は、その者の所属していた学部の教授会の議を経て再入学

させることができる。 

 

第１１章 外国人特別学生 

（外国人特別学生） 

第３８条  外国人で本学において教育を受ける目的をもって入国し、第２５条に規定する入学試験に

よらないで本学に入学しようとする者がある場合は、教授会の選考を経て、入学させることができ

る。 

２ 外国人特別学生については、本条に定めるほか本学学生に関する規定を準用する。 

 

第１２章 研究生、委託生、聴講生等 

（研究生） 

第３９条  大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認められた者で、本学において、特

定の専門事項について研究を志願する者があるときは、選考の上、研究生として許可することがあ

る。 

２ 研究生に関し必要な事項は、別に定める。 

（委託生） 

第４０条  本学の教育研究分野に密接に関連する職業分野で現に働いている者等で、当該所属先の委

託により本学に入学を志願するものは、第２５条の規定によらず入学を許可することがある。 

２ 委託生の入学資格並びに教育課程、学習の評価その他教育及び指導に関し必要な事項は別に定め

る。 

（聴講生） 

第４１条  本学において特定の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、聴講生として許
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可することがある。 

２ 聴講生の資格並びに教育課程、学習の評価その他教育及び指導に関し必要な事項は別に定める。 

（科目等履修生） 

第４２条  科目等履修生として大学で開設する授業科目を履修しようとする者があるときは、選考の

上、履修を許可することがある。 

２ 科目等履修生として履修を志願することのできる者の資格及び単位の授与に関し必要な事項は別

に定める。 

（特別聴講学生） 

第４２条の２ 他大学との連携協定に基づき、本学で開設する授業科目を履修しようとする者がある

ときは、特別聴講学生として選考の上、履修を許可することがある。 

２ 特別聴講学生として履修を志願することのできる者の資格及び単位の授与に関し必要な事項は別

に定める。 

（公開講座等） 

第４３条  本学では、社会人の教養を高め、文化の向上に資するため、公開講座の開設その他の大学

開放の事業を行うことができる。 

２ 公開講座等について必要な事項は、別に定める。 

 

第１３章 入学考査料、入学料、授業料等 

（授業料等） 

第４４条  入学考査料、入学料、授業料その他の費用の種類、額及び納入方法等については、別に定

める。 

 

第１４章 職員組織 

（職員等） 

第４５条  本学に次の職員を置く。 

  (1) 学長 

  (2) 教授 

  (3) 准教授 

  (4) 講師 

  (5) 助教 

  (6) 助手 

  (7) 事務職員 

  (8) 技術職員 

  (9) その他の職員 

２ 本学に事務局を置く。 

３ 事務局に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第１５章 教授会 

（教授会） 
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第４６条  本学の各学部に教授会を置く。 

２ 教授会は、当該学部の教授、准教授及び専任講師をもって構成する。 

３ 教授会には、当該教授会の定めるところにより、助教その他の職員を加えることができる。 

４ 教授会は、当該学部にかかる次の事項について審議する。 

(1) 学生の入学、退学、転学、留学、休学及び卒業又は課程の修了その他学生の在籍に関する事

項並びに学位の授与に関する事項 

(2) 教育課程の編成に関する事項

(3) 学長から諮問を受けた教員の採用、昇任に係る選考に関する事項

(4) その他学部の運営に関する重要事項

５ 前各項に規定するもののほか、教授会の組織、運営その他必要な事項は、別に定める。 

第１６章 附属図書館等 

（附属図書館） 

第４７条 本学に附属図書館を置く。 

２ 附属図書館に関する事項は、別に定める。 

（附属研究所） 

第４８条 本学に附属研究所を置く。 

２ 附属研究所に関する事項は、別に定める。 

第４８条の２ 本学に看護実践教育センターを置く。 

２ 看護実践教育センターに関する事項は、別に定める。 

第１７章 厚生施設 

（学生寮） 

第４９条 本学に学生寮を置く。 

２ 学生寮に関する事項は、別に定める。 

（保健室） 

第５０条 本学に保健室を置き、職員及び学生の健康管理及び応急処置を行う。 

第１８章 名誉教授 

（名誉教授） 

第５１条 本学に学長、教授、准教授（助教授を含む。）又は講師として多年勤務した者であって、教

育上又は学術上特に功績のあったものに対し、名誉教授の称号を授与することができる。 

２ 名誉教授の称号授与に関して必要な事項は、別に定める。 

第１９章 特任教員等 

（特任教員） 

第５２条 本学に特任教員として、特任教授、特任准教授、特任講師、特任助教及び特任研究員を置

くことができる。 

２ 特任教員に関して必要な事項は、別に定める。 
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（客員教員） 

第５３条 本学に客員教員として、客員教授及び客員准教授を置くことができる。 

２ 客員教員に関して必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成１８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この学則の施行の際廃止された福岡県立大学学則（平成１５年４月福岡県告示第６９０号の２。

以下「廃止前の学則」という。）に基づいて履修した科目及び課程並びに廃止前の学則の規定によ

り受けた許可等は、この学則に基づいて履修した科目及び課程並びにこの学則の相当規定により受

けた許可等とみなす。ただし、この学則に相当する規定がないときは、なお従前の例による。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２０年１１月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ この学則の施行の日（以下「施行日」という。）前に在学していた者で施行日以後も引き続き在

学するものに係る授業科目、教員免許状の種類及び卒業の要件については、この学則による改正後

の学則第５条、第７条、第２１条、別表第１、別表第３、別表第４、別表第６、別表第７、別表第

８の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２１年１０月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２１年１２月１日から施行する。 
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附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２２年３月２４日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の学則の規定は、平成２４年４月１日以降に入学した学生について適用し、この学則の施

行日前に在学していた者で施行日以後も引き続き在学するものについては、改正前の規定は、なお

その効力を有する。 

３ 平成２４年４月１日以降において、本学に転・編入学した者に係る授業科目、単位数、卒業要件、

免許状の種類等に関しては、当該者の属する年次と同一年次に属する者の例による。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２５年９月２５日から施行する。但し、別表第６は平成２５年１０月１日から

施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 
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（施行期日） 

１ この学則は、平成２７年１０月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成３０年１月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第１３条の規定は、令和４年４月１日以降に入学した学生について適用し、この学則の

施行日前に在学していた者で施行日以後も引き続き在学する者については、改正前の規定は、なお

その効力を有する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、令和７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の学則の規定は、令和７年４月１日以降に入学した学生について適用し、この学則の施行

日前に在学していた者で施行日以後も引き続き在学する者については、改正前の規定は、なおその

効力を有する。 
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５．福岡県立大学学部履修規則 

 

法人規則第２０号 

平成１８年４月１日 

 

   第１章 総 則 

 （目的） 

第１条 この規則は、福岡県立大学学則（以下「学則」という。）第７条、第１３条第２項及び第１７

条第４項の規定に基づき、福岡県立大学（以下「本学」という。）の学部学生が本学を卒業するた

めに履修すべき授業科目、単位数、その履修方法及び授業科目を履修し単位を修得するために必要

な事項並びに学則第２０条及び第２１条に規定する資格及び免許を取得するために必要な事項に

ついて定めるものとする。 

 

   第２章 卒業に必要な科目及び単位 

 （卒業必要単位） 

第２条 学部学生が本学を卒業するために履修すべき授業科目とその履修方法及び最低必要単位数は、

別表第１のとおりとする。 

 （授業科目、単位数及び履修方法） 

第３条 基盤教育科目及び各学科の専門教育科目等の各授業科目、単位数、標準履修年次及び履修方

法等は、別表第２から別表第７までのとおりとする。 

 

   第３章 授業科目の履修 

   第１節 履修の原則 

 （標準履修年次） 

第４条 授業科目は、原則として別表に定める標準履修年次に従って計画的に履修するものとする。 

 （通年科目） 

第５条 通年の授業科目（以下、通年科目という。）は、原則として連続した二学期（前期・後期又は

後期・前期）に渡って履修しなければならない。 

 （履修の順序） 

第６条 授業科目のⅠ、Ⅱ、Ⅲ等の区別は履修の順序を示し、Ⅰ、Ⅱの順に履修しなければならない。

ただし、Ⅰを履修して単位認定試験に不合格で単位未修得の場合に限り、Ⅰと同時期に、又はⅠの

単位修得前にⅡを履修することができる。 

２ 授業科目のＡ、Ｂ、Ｃ等の区別は授業内容の区別を示し、特に指定のない限りどれから履修して

も差し支えない。また、特に指定のない限りいずれかの科目の履修でも差し支えない。 

 （履修人数の制限） 

第７条 使用教室、使用機材又は教育効果等の理由から、履修の人数を制限することがある。 

 （履修の不可） 

第８条 履修登録をしていない授業科目は、履修することができない。 

２ 既に履修して単位を修得した授業科目は、再度履修することはできない。 

 （履修の条件） 

第９条 授業科目によっては、その科目を履修するための条件を設定することがある。 

   第２節 履修の方法 

 （必修） 

第１０条 必修の授業科目は、必ず履修してその単位を修得しなければならない。ただし、看護学部

看護学科の専門科目にあっては、別表第７－２の条件に従って履修しなければならない。 

 （選択必修） 

第１１条 選択必修の授業科目は、指定された科目の中から、指定された科目数又は単位数を履修し

てその単位を修得しなければならない。 
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 （選択） 

第１２条 選択の授業科目は、自由に選択して履修することができる。ただし、授業科目によっては

そのねらい又は内容から、一定の履修条件を定めることがある。 

 （自由選択） 

第１３条 自由選択の授業科目は、次の二つの方法のいずれか又は両方により履修することができる。 

  (1) 所属学部・学科の開設授業科目については、卒業必要単位数を超えて修得した単位はすべて

自由選択により修得したものとみなされる。 

  (2) 他学部・学科の開設授業科目については、実験・実習科目を除き、各学部・学科の指定する

科目の中から自由に選択して履修することができる。ただし、この場合は、あらかじめ当該科

目の自由選択による履修を登録しなければならない。 

２ 各学部・学科の開設授業科目のうち他学部・学科の学生が自由選択可能な授業科目は、それを提

供する学部・学科ごとに定めるところによるものとする。 

３ 看護学部の学生は、第１項の規定に従い、自由選択の授業科目を履修することができる。ただし、

教科及び教職に関する科目並びに養護及び教職に関する科目（看護学部の専門基礎科目及び専門科

目並びに他学部が自由選択として定める科目を除く）は、自由選択の修得科目としない。 

   第３節 履修の登録 

 （履修科目の登録） 

第１４条 学生は、各学期ごとに定められた期日までに、履修しようとする授業科目を登録しなけれ

ばならない。 

２ 各学期に履修できる科目に係る単位数の合計は、原則として次の表の単位数を超えることはでき

ない。 

 

学部 学科 上限単位数 

人間社会学部 

公共社会学科 ３０単位 

社会福祉学科 ５６単位（年間） 

人間形成学科 ３０単位 

看護学部 看護学科 ３０単位 

 

３ 前項の規定において、通常の授業期間外に授業が行われる科目（集中講義、海外語学実習等）、学

科専門教育科目を除く教科及び教職に関する科目（高等学校教諭一種免許状（公民、情報、福祉）・

中学校教諭一種免許状（社会）・特別支援学校教諭二種免許状（知的障害者・肢体不自由者・病弱

者））は、単位数制限の対象外とする。 

４ 学期を跨ぐ科目の各学期での単位数については、別に定めるところによるものとする。 

５ ２項の規定は、３年次編入生、休学者又はその他やむを得ない事由があると認められた者につい

ては、適用しない。 

６ 授業科目の履修登録の方法、手続きについては、別に定めるところによるものとする。 

 （登録科目） 

第１５条 履修を登録した科目については、その履修及び単位の修得を放棄することはできない。 

 （履修登録の変更・取り消し） 

第１６条 履修登録科目を変更し、又は取り消そうとするときは、各学期ごとに定められた期日まで

に学務部に届け出なければならない。 

   第４節 欠席、遅刻、公欠 

 （欠席） 

第１７条 授業を欠席する場合は、事前に所定の欠席届を提出しなければならない。やむを得ない事

由により未提出のまま欠席した場合は、事後速やかに提出するものとする。 

 （遅刻） 

第１８条 授業開始時刻に遅れて参加した場合、原則として３０分以内は遅刻とみなし、これを超え

た場合は欠席とみなす。 
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 （公欠） 

第１９条 授業の公欠として扱う範囲は次のとおりとし、公欠願に関係者の証明を受け、必要な書類

を添付して、できるだけ速やかに学務部に届出なければならない。 

  (1) 学校保健安全法により出席を停止された場合 

  (2) 天災・ストライキなどにより交通機関が途絶または遅延した場合 

  (3) ３親等以内の親族の忌引の場合。この場合の公欠期間は、１親等７日間、２親等３日間、３

親等１日間とする。 

  (4) 学外で正課の実習（学外での事前・事後指導を含む）を行う場合 

(5) 骨髄・末梢血幹細胞提供を行う場合 

  (6) その他、学部長が相当と認める場合 

 

   第４章 卒業論文・卒業研究 

 （着手要件） 

第２０条 人間社会学部における卒業論文の着手要件は、３年次までに卒業必要単位のうち８０単位

以上を修得していることとする。ただし、編入学生についてはこの限りではない。 

 （題目の届出） 

第２１条 人間社会学部にあっては、６月末日までに卒業論文の仮題目を学務部に届け出なければな

らない。ただし、６月末日が通常授業日以外の場合は、それ以前の直近の通常授業日までとする。 

 （書式等） 

第２２条 卒業論文・卒業研究の書式、字数、提出様式等は、各学部・学科ごとに定めるところによ

るものとする。 

 （提出締切日） 

第２３条 卒業論文・卒業研究は、指導教員の指導に従って作成し、次の表の期日までに学務部に提

出するものとする。ただし、国家試験実施日の状況に応じて、期日を別途定める場合がある。なお、

当日が通常授業日以外の場合は、翌日以降の直近の通常授業日までとする。 

 

学部 学科 提出締切日 

人間社会学部 

公共社会学科 １月２０日 

社会福祉学科 １２月２０日 

人間形成学科   １月２０日 

看護学部 看護学科 １２月２０日 

 

２ 前項の締切日までに提出しない場合は、卒業論文・卒業研究の単位の認定を受けることができな

い。 

３ 前項に該当した場合又は単位認定の結果が不合格となった場合の再提出日は、特別の事情のない

限り、翌年度の７月末日とする。 

 （卒論発表会） 

第２４条 人間社会学部にあっては、卒業論文発表会を原則として毎年２月の第１火曜日に行うもの

とし、当日の学部授業は休講とする。ただし、国家試験実施日の状況に応じて、期日、実施形式を

別途定める場合がある。 

 （単位の認定及び保留） 

第２５条 人間社会学部において、卒業論文の単位の認定は、卒業論文指導担当者会議で協議の上、

当該指導教員が行うものとする。 

２ 看護学部において、卒業研究の単位の認定は、卒業研究指導担当者会議で協議の上、当該教員が

行うものとする。 

３ 人間社会学部において、卒業論文の提出締切日が属する学期の終わりまでに卒業に必要な授業科

目の単位数を満たすことができない場合は、これを満たすに至るまでの間、その単位の認定を保留

するものとする。ただし、不合格の場合は本人に通知するものとする。 
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   第５章 卒業の延期 

 （卒業延期） 

第２６条 卒業の延期は、学部教授会の議を経て学長が決定するものとする。 

 （卒業時期） 

第２７条 前条による卒業延期決定後の卒業時期は、原則として次のとおりとする。 

  (1) 授業科目の単位不足によるときは、授業科目の卒業必要単位数を満たすに至る学期の末日と

する。ただし、休学期間を除いて、在学期間は８年を超えることはできない。 

  (2) 卒業論文又は卒業研究の未提出又は不合格によるときは、第２３条第３項による再提出をし

た上で単位の認定を受け、合格したときは当該学期の末日とする。 

  (3) 前二号が重複するときは、卒業論文又は卒業研究の単位を含めた卒業必要単位数を満たすに

至る学期の末日とする。 

 

   第６章 単位の認定と試験 

   第１節 単位の認定 

 （単位認定の条件） 

第２８条 履修登録をした授業科目の単位の認定を受けるためには、原則として授業実施回数（補講

も含む。）の３分の２以上の出席を要するものとする。 

２ 前項の出席回数に満たないときは、特別の事由のない限り、失格とする。 

 （単位の分割認定の不可） 

第２９条 授業科目ごとに定められた単位は、分割して認定することはできない。 

 （既修得単位の取消の不可） 

第３０条 既に履修して修得した授業科目の単位は、学生の申し出によってこれを取り消すことはで

きない。 

 （入学前の既修得単位等の認定） 

第３１条 学部学生の入学前の既修得単位等の認定については、別に定めるところによるものとする。 

 （他の大学等で履修した単位の認定） 

第３２条 学部学生が本学在学中に他の大学等（外国の大学等を含む。）で履修した授業科目又は修得

した単位の認定については、別に定めるところによるものとする。 

   第２節 試験と成績評価 

 （成績の評価基準及び通知） 

第３３条 成績評価は、１００点を満点とする次の５段階の評価点で行い、各段階に以下の成績評語

およびＧＰ（グレード・ポイント）を当て、６０点以上を合格として単位を認定するものとする。 
 

評価点 成績評語 ＧＰ 単位の認定 

９０～１００ Ｓ 4.0 

認定する（合格） 
８０～８９ Ａ 3.0 

７０～７９ Ｂ 2.0 

６０～６９ Ｃ 1.0 

０～５９ 不可 0.0 認定しない（不合格） 
 
２ 履修登録科目の成績は、学期ごとに、前項の成績評語及び以下の計算式により算出した獲得ＧＰ

により通知するものとする。 

  獲得ＧＰ＝（履修登録科目の単位数）×（成績評語に対応するＧＰ） 

３ 前項の通知に加え、学期ごとに、以下の計算式により算出したＧＰＡ（グレード・ポイント・ア

ベレージ）及び累積ＧＰＡを通知するものとする。 

   
ＧＰＡ＝

     当該学期の履修登録科目の獲得ＧＰの総和 

            当該学期の履修登録科目の総単位数 

                       （小数第３位を切り捨て） 
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累積ＧＰＡ＝

   前学期までの獲得ＧＰの総和 ＋ 当該学期の獲得ＧＰの総和 

            当該学期までの履修登録科目の総単位数 

                         （小数第３位を切り捨て） 

４ 成績評価の通知の詳細については、別に定めるところによるものとする。 

 （本試験） 

第３４条 授業科目の単位を認定するために、学期ごとに本試験を行う。ただし、授業科目のねらい

又は内容によっては試験以外の授業内レポートや小テスト、発表等により、あるいはそれらと試験

を併用した総合的な評価により単位認定を行うことがある。 

２ 通年科目は、原則として各学期に本試験を行う。この場合の試験成績は、原則として各学期の成

績の平均値によるものとする。 

 （追試験） 

第３５条 病気その他やむを得ない事由により本試験を受験することができなかった者は、申し出に

より追試験を受けることができる。 

２ 追試験を希望する者は、所定の用紙にその事由を記載し、かつそれを証明する書面を添えて、当

該試験日より原則として３日以内に学務部に申し出なければならない。 

３ 追試験は、原則として本試験終了後に、科目担当教員が期日を定めて１回限り行う。 

４ 追試験の成績評価は、本試験に準じて行う。 

 （再試験） 

第３６条 本試験又は追試験で不可（不合格）となった者に、再試験を実施することができる。 

２ 再試験の受験を希望する者は、所定の期間内に科目担当教員の受験許可を受け、再試験受験願を

学務部に提出しなければならない。 

３ 再試験は、科目担当教員が期日を定めて１回限り行う。 

４ 再試験の成績評価は、最高点を６０点としてＣ（合格）又は不可（不合格）のいずれかで行う。 

 （再評価制度） 

第３６条の２ 看護学部の学生は、看護学部再評価制度（以下「再評価制度」という。）を適用する科

目が不可（不合格）となった場合、申し出により次の開講年度の当該科目の授業に出席することな

く、成績評価を受けることができる。ただし、第２８条第１項に規定する出席を満たさない者を除

く。 

２ 再評価制度の適用を希望する者は、当該科目の次の開講年度の履修登録期間内に再評価願を学務

部に届け出なければならない。 

３ 前項の届出をした者は、当該科目の履修登録をしたものとみなす。 

４ 再評価制度の成績評価は、最高点を６０点としてＣ（合格）又は不可（不合格）のいずれかで行

う。 

５ 再評価制度を適用する科目及び適用基準については、別に定めるところによる。 

（受験上の注意） 

第３７条 試験を受験するときは、次の事項を守らなければならない。 

  (1) 受験の放棄（無断欠席、答案の不提出又は無記名白紙答案の提出等）は認めない。本試験の

放棄と見なされる場合は本試験の得点を無得点とし、追試験、再試験ともに受験を許可しない。

ただし、急病その他やむを得ないと認められるときは、監督者が答案用紙の提出を許可するこ

とがある。 

  (2) 試験開始後２０分以上の遅刻は認めない。また３０分以内の試験場からの退出はできない。 

  (3) 試験場では監督者の指示に従わなければならない。 

  (4) 途中退出する場合は、監督者の許可を得て、答案を提出しなければならない。 

  (5) 許可されたもの以外は試験場に持ち込んではならない。 

  (6) 机上には学生証を置き、監督者に明示しなければならない。学生証を忘れた場合は、学務部

で仮証明書を発行してもらうこと。 

  (7) 机上には受験に必要なもの以外は一切置いてはならない。携帯電話等は電源を切って鞄等に

保管すること。 

（不正行為） 

第３８条 受験中に不正行為があると認めたとき、又はその確認のための監督者の指示に従わなかっ

たときは、当該学期の全試験科目の受験を無効とする。 
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２ 不正行為者に対する前項の措置及びその後の指導等は、教授会の議を経て学部長が行う。 

３ 不正行為者に対する懲戒処分又は厳重注意（以下、「処分」という。）が必要と判断したとき、学

長は、本学学生懲戒規程（平成２７年第６４号）に基づき処分を行うものとする。 

（単位認定の通知） 

第３９条 期日を定めて、授業科目ごとに単位認定の合否を通知する。 

（成績表の交付と質問窓口） 

第４０条 前条の通知後、期日を定めて、成績表を交付する。 

２ 成績に関して、指定された成績質問期間に質問窓口を設置する。 

３ 前項の窓口を学務部教務入試班とする。 

 

   第７章 資格・免許の取得 

 （資格・免許の取得方法） 

第４１条 本学における資格・免許の取得方法は、この章に定めるもののほか、各学部又は学科ごと

に定めるものとする。 

   第１節 人間社会学部 

 （公共社会学科） 

第４２条 公共社会学科の学生で、高等学校教諭一種免許状（公民、情報）及び中学校教諭一種免許

状（社会）の取得のために必要な科目及び単位は、別表第８－１から別表第１１までのとおりとす

る。 

 （社会福祉学科） 

第４３条 社会福祉学科の学生で、社会福祉士及び精神保健福祉士の国家試験受験資格を得るために

必要な科目及び単位は、別表第１２及び別表第１３のとおりとする。 

２ 社会福祉学科の学生で、高等学校教諭一種免許状（福祉）の取得のために必要な科目及び単位は、

別表第１４から別表第１６までのとおりとする。 

 （人間形成学科） 

第４４条 人間形成学科の学生で、保育士資格を取得するために必要な科目及び単位は、別表第１７

及び別表第１８のとおりとする。 

２ 人間形成学科の学生で、幼稚園教諭一種免許状を取得するために必要な科目及び単位は、別表第

１９から別表第２２までのとおりとする。 

３ 人間形成学科の学生で、特別支援学校教諭二種免許状を取得するために必要な科目及び単位は、

別表第２３のとおりとする。 

４ 人間形成学科の学生で、 公認心理師国家試験受験資格を取得するために必要な科目及び単位は、

別表第２４のとおりとする。 

   第２節 看護学部 

 （看護学科） 

第４５条 保健師助産師看護師学校養成所指定規則第４条別表３に基づき、本規則別表第２－１、２

－２、３、７－１及び７－２で定める授業科目を履修し、卒業要件単位数を修得した者は、卒業時

に看護師国家試験受験資格を取得することができる。 

２ 看護学科の学生で、保健師国家試験受験資格を取得するために必要な科目及び単位は、別表第２

５のとおりとする。 

３ 看護学科の学生で、養護教諭一種免許状を取得するために必要な科目及び単位は、別表第２６か

ら別表第２８までのとおりとする。 

 

   第８章 外国人留学生特別科目 

 （外国人留学生特別科目） 

第４６条 学則第７条第４項に規定する外国人留学生特別科目とその履修方法等は、別表第２９のと

おりとする。 

 

   第９章 改廃 
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 （改廃） 

第４７条 この規則の解釈に疑義が生じた場合及びこの規則の改廃は、各学部教授会の議を経て理事

長の決するところによる。 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行し、同年度の入学生から適用する。ただし、平成１７

年度以前の入学生については、なお従前の例によるものとする。 

    

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。ただし、第３３条、第３５条（「定期試験」を「本

試験」とし、第４項において「期間」を削除する部分を除く。）及び第３６条第５項は、平成２０年度

の入学生及び平成２２年度の転編入学生から適用し、平成１９年度以前の入学生及び平成２１年度以

前の転編入学生については、なお従前の例によるものとする。 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 

    

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。  

２ 改正後の規定は、平成２４年４月１日以降に入学した学生について適用し、この規則の施行日前

に在学していた者で施行日以後も引き続き在学する者については、改正前の規定は、なおその効力

を有する。 

３ 平成２４年４月１日以降において、本学に転・編入学した者に係る授業科目、単位数、卒業要件、

免許状の種類等に関しては、当該者の属する年次と同一年次に属する者の例による。 

    

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。  

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。  

２ 改正後の規定は、平成２６年４月１日以降に入学した学生について適用し、この規則の施行日前

に在学していた者で施行日以後も引き続き在学する者については、改正前の規定は、なおその効力

を有する。 

 

附 則 
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（施行期日） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２９年１月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。ただし、第１条及び第３条の改正規定は、平成

３０年１月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 
２ 別表第１、別表第２－１、別表第２－２、別表第７－１、別表第７－２及び別表第２４の改正後

の規定は、平成３１年４月１日以降に入学した学生について適用し、この規則の施行日前に在学し

ていた者で施行日以後も引き続き在学する者については、改正前の規定を適用する。 
 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 
２ 第３３条第１項、第３６条第４項、第３６条の２第４項、別表第５及び別表第２３の改正後の規

定は、平成３１年４月１日以降に入学した学生について適用し、この規則の施行日前に在学してい

た者で施行日以後も引き続き在学する者については、改正前の規定を適用する。 
３ 前項の場合において、平成３１年４月１日以降に本学に転・編入学した者は、当該者が属する年

次の規定を適用する。 
 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 
 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 
２ 第２０条、第３６条の２の規定及び別表第７－２に係る履修条件を除く改正後の規定は、平成３

１年４月１日以降に入学した学生について適用し、この規則の施行日前に在学していた者で施行日

以後も引き続き在学する者については、改正前の規定を適用する。 
 

附 則 
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（施行期日） 

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
２ 改正後の規定は、令和２年４月１日以降に入学した学生について適用し、この規則の施行日前に

在学していた者で施行日以後も引き続き在学する者については、改正前の規定を適用する。 
 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 
２ 改正後の別表第５の規定は、令和３年４月１日以降に入学した学生について適用し、この規則の

施行日前に在学していた者で施行日以後も引き続き在学する者については、改正前の規定を適用す

る。 
 

附 則 

（施行期日） 
１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。  
２ 改正後の別表の規定は、令和４年４月１日以降に入学した学生について適用し、この規則の施行

日前に在学していた者で施行日以後も引き続き在学する者については、改正前の規定を適用する。 
３ 高等学校教諭一種免許状（情報）の取得に関しては、前項にかかわらず改正後の規定に従い必要

な科目の単位を修得するものとする。 
 

附 則 

（施行期日） 
１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
２ 別表第５基幹科目及び関連科目、別表第６展開科目（心理コース）の規定を除く改正後の規定は、

令和５年４月１日以降に入学した学生について適用し、この規則の施行日前に在学していた者で施

行日以後も引き続き在学する者については、改正前の規定を適用する。 
 

附 則 

（施行期日） 
１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 
 （経過措置） 
２ 改正後の規定は、令和７年４月１日以降に入学した学生について適用し、この規則の施行日前に

在学していた者で施行日以後も引き続き在学する者については、改正前の規定を適用する。 

22



必修 選択
自由
選択

必修 選択
自由
選択

必修 選択
自由
選択

必修 選択
自由
選択

4 4 4

4 4 4

4 4 4

4 4 4 2

必須外国語 英語 6 6 6 6

選択外国語

英語、

コリア

語、中

国語、

仏語、

独語他

6 6 6 2

2 2 2 1

 講義 2 2 2

 実習 2 2 2

1 1 1 1

8

91

24 45 16 53 14 55

　　だし、自分の所属する学部・学科の開設科目は自由に選択できるが、他学部・他学科の開設科目の場

　　合は、当該学部・学科が指定した科目の中から選択し、あらかじめその履修を届け出なければならな

　　い。

　　なお、看護学部においては、「教科及び教職に関する科目」並びに「養護及び教職に関する科目」

　　（看護学部の「専門基礎科目」及び「専門科目」並びに他学部が自由選択として定める科目を除く）

　　は、自由選択の修得単位としない。

注１：上表の「選択」には「選択必修」も含まれる。

　２：人間社会学部における「専門教育科目」、看護学部における「専門科目」には、卒業論文又は卒業

　　研究が含まれる。

　３：「自由選択」の履修方法

　　他学部・他学科の開設科目を含み、「基盤教育科目」「全学横断型科目」「専門基礎科目」「専門科

　　目」「専門教育科目」及び「教科及び教職に関する科目」から自由に選択履修することができる。た

専門教育科目(人間社会学部)

教科及び教職に関する科目

養護及び教職に関する科目

合計（卒業必要最低単位数） 128 128 128 125

12

6

8

教
養
科
目

人文科学

12

専 門 科 目 (看護学部)

12

12
社会科学

自然科学

複合領域

情報処理

 健康科学

基
 
盤
 
教
 
育
 
科
 
目

12

12

基
礎
科
目

別表第１　卒業必要科目及び単位数

区　分

人 間 社 会 学 部 看護学部

公共社会学科 社会福祉学科 人間形成学科 看護学科

基礎ゼミ

発展ゼミ

全学横断型科目

専門基礎科目(看護学部)
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哲学 2 講義

論理学 2 講義

宗教学 2 講義

心理学概論 2 講義

日本近現代史 2 講義

アート論 2 講義

文学 2 講義

哲学的人間学 2 講義

社会学Ａ 2 講義

社会学Ｂ 2 講義

法学 2 講義

* 憲法 2 講義

政治学 2 講義

経済学 2 講義

国際関係論 2 講義

社会思想史 2 講義

科学史 2 講義

生物学 2 講義

化学 2 講義

物理学 2 講義

統計学 2 講義

情報科学 2 講義

One Health 2 講義

数学概論 2 講義

* 人権論 2 講義

* ジェンダー論 2 講義

現代社会と嗜癖 2 講義

性教育学 2 講義

グローバル社会論 2 講義

入門・数字で見る日本社会 2 講義

ライフキャリア論 2 講義

看護学部

別表第２－１　基盤教育科目（教養科目）

授業科目の区分と科目名

単位
授業

方法

開設時期（標準履修年次） 卒業要件

必修 選択

2

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 人間社会学部

2

教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

人
文
科
学

2

2

2
社
会
科
学

2

2

選択
６単位
以上

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2 人文科学、社
会科学、自然
科学、複合領
域から各４単
位以上を修得
し、かつ合計
２８単位以上

2

複
合
領
域

2

自
然
科
学

2

2

2

2

2

注１：全学科の学生は、「基盤教育科目」の「教養科目」の中で、人権教育に関する科目として「憲法」

　　「人権論」「ジェンダー論」の３科目のうちから必ず１科目２単位以上を修得しなければならない。

　２：「社会学Ａ」「社会学Ｂ」は、公共社会学科の必修指定科目である。

　３：教員免許状（高校教諭一種（公民、情報、福祉）、中学校教諭一種（社会）、養護教諭一種、

　　　養護教諭二種、幼稚園教諭一種）取得希望者は、「憲法」を必ず履修しなければならない。

2
2

2

2

選択
２単位
以上

2

2
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別表第２－２　基盤教育科目（基礎科目）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ初級（1）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ中級（1）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ上級（1）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ初級（2）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ中級（2）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ上級（2）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ初級（1）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ中級（1）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ上級（1）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ初級（2）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ中級（2）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ上級（2）

総合英語初級（1）

総合英語中級（1）

総合英語上級（1）

総合英語初級（2）

総合英語中級（2）

総合英語上級（2）

英語講読Ⅰ 1 演習

英語講読Ⅱ 1 演習

コリア語Ⅰ-(1) 1 演習

コリア語Ⅰ-(2) 1 演習

コリア語Ⅱ-(1) 1 演習

コリア語Ⅱ-(2) 1 演習

コリア語Ⅲ-(1) 1 演習

コリア語Ⅲ-(2) 1 演習

中国語Ⅰ-(1) 1 演習

中国語Ⅰ-(2) 1 演習

中国語Ⅱ-(1) 1 演習

中国語Ⅱ-(2) 1 演習

中国語Ⅲ-(1) 1 演習

中国語Ⅲ-(2) 1 演習

仏語Ⅰ-(1) 1 演習

仏語Ⅰ-(2) 1 演習

仏語Ⅱ-(1) 1 演習

仏語Ⅱ-(2) 1 演習

独語Ⅰ-(1) 1 演習

独語Ⅰ-(2) 1 演習

独語Ⅱ-(1) 1 演習

独語Ⅱ-(2) 1 演習

海外語学実習事前指導 1 演習

海外語学実習 1 演習

情報処理の基礎と演習 2 演習 必修２単位

情報処理応用演習 1 演習 自由選択単位

情報処理演習Ⅰ 1 演習

情報処理演習Ⅱ 1 演習

保健理論 2 講義

健康スポーツ論 2 講義

健康科学実習Ⅰ 1 ☆実習

健康科学実習Ⅱ 1 ☆実習

教養演習 1 演習 必修１単位 必修１単位

 Introduction to

 studying in English
1 演習

各学科とも自由

選択の12単位に

含めることがで

きる

自由選択の8単
位に含めること
ができる

社会人基礎力演習 1 演習

 Advanced English

 Achievement
1 演習

　　修する授業である。

　３：海外語学実習、海外語学実習指導は選択外国語の単位数には含まれないが、自由選択の単位となる。

　４：情報処理の基礎と演習、情報処理応用演習、保健理論、健康スポーツ論、健康科学実習Ⅰ、健康科学実習Ⅱ

　　は人間社会学部学生が履修し、情報処理演習Ⅰ、情報処理演習Ⅱは看護学部学生が履修する授業である。

　５：授業方法欄の「☆実習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業となる。

各学科とも自由

選択の12単位に

含めることがで

きる

自由選択の8単
位に含めること
ができる1

注１：選択外国語のうち、※１は人間社会学部、※２は看護学部の標準履修年次である。また、英語講読Ⅱは人間

　　社会学部学生が履修する科目である。

　２：英語を除く外国語のうち、コリア語Ⅲ－(1)、Ⅲ－(2)、中国語Ⅲ－(1)、Ⅲ－(2)は、人間社会学部学生が履

1

発展

ゼミ

1

1

基礎

ゼミ

1

健
康
科
学

2

1 必修
２単位

2 選択必修
２単位

必修１単位
1

情報

処理

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

海外語学実
習、海外語学
実習事前指導
を除いた科目
の中から選択
して６単位以
上

※入学後２年
間は選択外国
語を変更する
ことはできな
い。なお履修
パターンは別
途指示する。

1

英語講読Ⅱ、コリ

ア語Ⅲ-(1)、コリ

ア語Ⅲ-(2)、中国

語Ⅲ-(1)、中国語

Ⅲ-(2)、海外語学

実習、海外語学実

習事前指導を除い
た科目の中から
選択して２単位
以上

1

1

1

1

1

基
　
　
礎
　
　
科
　
　
目

必
須
外
国
語

選
択
外
国
語

※1
1

※2
1

1

1

1

1

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 人間社会学部 看護学部

授業科目の区分と科目名

単位
授業

方法

開設時期（標準履修年次） 卒業要件

必修 選択

1 演習

1 演習

1 演習

1 演習

1 演習

1 演習

1

必修６単位

※履修クラス（初級・中級・
上級）は別途指示する。

1

1

1
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 　不登校・ひきこもり援助論 2 講義

 　子供学習支援論 1 講義

1 実習

※データベース論 2 講義

※情報ネットワーク論 2 講義

※問題解決演習 1 演習

1 演習

　　※人間社会学部においては各学科の定めるところにより、専門教育科目の単位に含めることができる。

各学科とも自由

選択の12単位に

含めることがで

きる

自由選択の8単

位に含めること

ができる

　日本語ライティング 1

2

1

  プレ・インターンシップ

2

2

1

1

別表第３　全学横断型科目

授業科目の区分と科目名

単位
授業

方法

開設時期（標準履修年次） 卒業要件

１年次 ２年次必修 選択 人間社会学部 看護学部３年次 ４年次

 
 

別表第４　公共社会学科専門教育科目

授業

必修 選択 方法 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

　社会学概論 2 講義 2

　社会学史Ⅰ 2 講義 2

　社会学史Ⅱ 2 講義 2

　公共性の社会学 2 講義 2

　社会心理学 2 講義 2

　人格心理学 2 講義 2

　社会学の分析法Ａ 2 講義 2

　社会学の分析法Ｂ 2 講義 2

　ＣＳＲ（企業の社会的責任）論 2 講義 2

　ＮＰＯ論 2 講義 2 *2

　公共社会学研究Ⅰ 1 演習 1

　公共社会学研究Ⅱ 1 演習 1

　卒業論文 6 演習 6

　現代社会論Ａ（ジェンダー・世代） 2 講義 2

　現代社会論Ｂ（情報社会論） 2 講義 2 *5

　現代社会論Ｃ（情報社会と法） 2 講義 2 *5

　家族社会学Ａ 2 講義 2 *1

　家族社会学Ｂ 2 講義 2

　福祉社会学 2 講義 2 *2

　社会病理学 2 講義 2 *1

　社会変動と社会問題 2 講義 2 *2

　社会政策論 2 講義 2

　経済学概論Ａ 2 講義 2 *1

　経済学概論Ｂ 2 講義 2

　公共経済学 2 講義 2

　地域社会学 2 講義 2 *1

　コミュニティ論 2 講義 2

　都市社会学 2 講義 2

　環境と災害の社会学 2 講義 2

　地域社会分析法Ａ 2 講義 2 *2

　地域社会分析法Ｃ 2 講義 2 *2

　公共社会学特講Ａ 2 講義 2

　公共社会学特講Ｂ 2 講義 2

　地理学 2 講義 2

　地理学概論 2 講義 2 *1

　地方自治論 2 講義 2 *1

　地域計画論 2 講義 2

　地域経済論 2 講義 2

授業科目の区分と科目名
開設時期（標準履修年次）

備　考

基
 
幹
 
科
 
目

現
代
社
会
課
題

地
域
社
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

単位
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授業

必修 選択 方法 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

　国際社会学Ａ 2 講義 2 *1

　国際社会学Ｂ 2 講義 2

　国際政治学 2 講義 2 *1

　多文化社会論 2 講義 2 *1

　世界地理 2 講義 2

　東アジア関係史 2 講義 2

　韓国の社会と文化 2 講義 2

　中国の社会と文化 2 講義 2

　イスラム社会論 2 講義 2

　文化人類学Ａ 2 講義 2

　文化人類学Ｂ 2 講義 2

　国際教育文化交流論 2 講義 2

　国際協力論 2 講義 2

　アジア経済論 2 講義 2 *2

　社会調査法 2 講義 2 *5

　社会調査の設計 2 講義 2 *5

　データ分析の基礎 2 講義 2 *5

　社会統計学Ⅰ 2 講義 2 *5

　社会統計学Ⅱ 2 講義 2 *5

　質的調査法 2 講義 2

　データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1 *2 *3 *5

　データ処理とデータ解析Ⅱ 1 演習 1 *2 *3 *5

　社会調査実習Ⅰ 2 実習 2 半期2時限連続開講

　社会調査実習Ⅱ 2 実習 2 半期2時限連続開講

　情報数学 2 講義 2 *3 *5

　プログラミング概論 2 講義 2 *3 *5

　情報ネットワーク演習 1 演習 1 *4 *5

　マルチメディア論 2 講義 2 *4 *5

　地理情報システム論 2 講義 2 *4 *5

　哲学要論 2 講義 2

　倫理学 2 講義 2

　日本史概論 2 講義 2

　西洋史概論 2 講義 2

　法律学概論Ⅰ 2 講義 2

　法律学概論Ⅱ 2 講義 2

　教育社会学 2 講義 2

　社会福祉学概論Ⅰ 2 講義 2

　地域福祉論Ⅰ 2 講義 2

　地域福祉論Ⅱ 2 講義 2

　教育学概論Ｂ 2 講義 2

　生涯教育論 2 講義 2

　対人心理学 2 講義 2

　Webデザイン演習 1 演習 1 *4 *5

　情報ネットワーク論 2 講義 2 *4 *5

　データベース論 2 講義 2 *4 *5

　プログラミング演習 1 演習 1 *4 *5

　情報検索システム論 2 講義 2 *4 *5

　問題解決演習 1 演習 1 *4

　人的資源管理論 2 講義 2 *4

　キャリア論 2 講義 2 *4

　組織マネジメント 2 講義 2 *4

　ビジネス倫理 2 講義 2 *4

　個人情報法制 2 講義 2 *4 *5

注１：「*1」の選択必修科目の内、「現代社会課題」「地域社会ネットワーク」「アジア国際共生」の

　　　全ての領域の科目を選択した上で、8単位以上を履修すること。

　２：「*2」の選択必修科目の内、4単位以上を履修すること。

　３：「*3」は地域社会コース・総合人間社会コースの専門教育科目。

　４：「*4」は総合人間社会コースの専門教育科目。

　５：「*5」は高等学校一種教諭免許状＜情報＞取得に係る専門教育科目。
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授業科目の区分と科目名
単位 開設時期（標準履修年次）

備　考
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社会福祉学概論Ⅰ 2 講義

社会福祉学概論Ⅱ 2 講義

社会保障論Ⅰ 2 講義

社会保障論Ⅱ 2 講義

地域福祉論Ⅰ 2 講義

地域福祉論Ⅱ 2 講義

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 2 講義

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ａ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ｂ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ｃ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ｄ 2 講義

社会福祉学演習 2 演習

卒業論文 6 演習

高齢者福祉論 2 講義

介護福祉論 2 講義

障害者福祉論 2 講義

子ども家庭福祉論Ａ 2 講義

子ども家庭福祉論Ｂ 2 講義

公的扶助論 2 講義

社会福祉調査法 2 講義

ソーシャルワーク演習Ａ 1 演習

ソーシャルワーク演習Ｂ 2 演習

ソーシャルワーク演習Ｃ 1 演習

ソーシャルワーク演習Ｄ 1 演習

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2 演習

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 1 演習

ソーシャルワーク実習Ａ 2 実習

ソーシャルワーク実習Ｂ 4 実習

福祉経営論 2 講義

保健医療論 2 講義

権利擁護と成年後見制度 2 講義

更生保護 2 講義

医療ソーシャルワーク論 2 講義

福祉住環境論 2 講義

介護技術演習 1 演習

手話 1 演習

医学概論 2 講義

福祉専門職特講Ａ 2 講義 メディア授業科目

福祉専門職特講Ｂ 2 講義 メディア授業科目

精神保健福祉の原理Ⅰ 2 講義

精神保健福祉の原理Ⅱ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ｅ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ｆ 2 講義

精神障害リハビリテーション論 2 講義

精神保健福祉制度論 2 講義

精神保健福祉援助演習 4 演習 ３年前期～４年後期

精神保健福祉援助実習指導 3 演習 ３年前期～４年後期

精神保健福祉援助実習 5 実習 ３年後期～４年後期5

4
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2

2

2

2

2
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2
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2

2

2

2

2
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目

2

2

必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

別表第５　社会福祉学科専門教育科目

授業科目の区分と科目名

単位
授業

方法

開設時期（標準履修年次）

備　考
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精神保健学Ⅰ 2 講義 人間形成学科の精神保健学と共通

精神保健学Ⅱ 2 講義

精神医学Ⅰ 2 講義

精神医学Ⅱ 2 講義

学校ソーシャルワーク論 2 講義

学校ソーシャルワーク演習 2 演習 ３年後期～４年前期

学校ソーシャルワーク実習指導 2 演習 ３年後期～４年前期

学校ソーシャルワーク実習 2 実習

発達心理学Ⅰ－Ａ 2 講義

教育学概論Ｂ 2 講義

教育社会学 2 講義

教育制度論 2 講義

教育相談 2 講義

生徒指導論Ｂ 2 講義

倫理学 2 講義

地方自治論 2 講義

経済学概論Ａ 2 講義

経済学概論Ｂ 2 講義

現代社会論Ａ（ジェンダー・世代） 2 講義

現代社会論Ｂ（情報社会論） 2 講義

福祉社会学 2 講義

地域社会学 2 講義

環境と災害の社会学 2 講義

コミュニティ論 2 講義

ＮＰＯ論 2 講義

発達心理学Ⅱ 2 講義

老年心理学 2 講義

社会病理学 2 講義

社会心理学 2 講義

データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 ＊

データ処理とデータ解析Ⅱ 1 演習 ＊

家族社会学Ａ 2 講義

家族社会学Ｂ 2 講義

生涯教育論 2 講義

人格心理学 2 講義

対人心理学 2 講義

情報数学 2 講義 ＊

Webデザイン演習 1 演習 ＊

プログラミング概論 2 講義 ＊

データベース論 2 講義 ＊

マルチメディア論 2 講義 ＊

情報ネットワーク論 2 講義 ＊

情報ネットワーク演習 1 演習 ＊

プログラミング演習 1 演習 ＊

情報検索システム論 2 講義 ＊

地理情報システム論 2 講義 ＊

問題解決演習 1 演習 ＊

人的資源管理論 2 講義 ＊

キャリア論 2 講義 ＊

組織マネジメント 2 講義 ＊

ビジネス倫理 2 講義 ＊

個人情報法制 2 講義 ＊

必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

単位
授業

方法

開設時期（標準履修年次）
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　注１：＊は総合人間社会コースの科目。

　注２：メディア授業科目とは、福岡県立大学における多様なメディアを高度に利用して行う授業に関する

　　　　規則第2条に定める授業科目を指す。
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別表第６　人間形成学科専門教育科目

必修 選択 1年次 2年次 3年次 4年次

  教育学概論Ａ 2 講義 2

　教育学概論Ｂ 2 講義 2

　教育史 2 講義 2

　生涯教育論 2 講義 2

　発達心理学Ⅰ—Ａ 2 講義 2 　公認心理師必修

　発達心理学Ⅰ—Ｂ 2 講義 2 　保育士・幼免必修

　発達心理学Ⅱ 2 講義 2 　公認心理師必修

　教育心理学概論（教育・学校心理学） 2 講義 2 　公認心理師必修

  子どもの保健 2 講義 2 　保育士必修

　臨床心理学概論 2 講義 2 　公認心理師必修

　教育相談（教育・学校心理学） 2 講義 2 　公認心理師必修

　教育相談（幼児教育） 2 講義 2 　幼免必修

　教育制度論（関係行政論） 2 講義 2 　幼免・公認心理師必修

　保育者論 2 講義 2

　保育学　 2 講義 2

　社会福祉 2 講義 2

　子ども家庭福祉 2 講義 2

　子ども家庭支援論 2 講義 2

　社会的養護Ⅰ 2 講義 2

　子ども家庭支援の心理学 2 講義 2

　幼児理解の理論と方法 2 ☆演習 2 ＊２

  子どもの食と栄養 2 演習 2 ＊２

　造形Ⅰ 1 演習 1 ＊２

　造形Ⅱ 1 演習 1 ＊２

　音楽Ⅰ 2 演習 2 ＊２

　音楽Ⅱ 1 演習 1 ＊２

　音楽Ⅲ 1 演習 1 ＊２

　体育Ⅰ 1 演習 1

　体育Ⅱ 1 演習 1

　保育カリキュラム論 2 講義 2

  子どもの健康と安全 1 演習 1 ＊２

　特別支援教育・保育 2 ☆演習 2

　乳児保育Ⅰ 2 講義 2

　乳児保育Ⅱ 1 演習 1 ＊２

　保育方法論 2 講義 2

　社会的養護Ⅱ 1 演習 1 ＊２

  子育て支援 1 演習 1 ＊２

　保育内容総論 2 ☆演習 2

　幼児と健康 1 演習 1 ＊２

　幼児と人間関係 1 演習 1 ＊２

　幼児と環境 1 演習 1 ＊２

　幼児と言葉 1 演習 1 ＊２

　幼児と表現Ａ 1 演習 1 ＊２

　幼児と表現Ｂ 1 演習 1 ＊２

　保育内容の指導法・健康 1 演習 1 ＊２

　保育内容の指導法・人間関係 1 演習 1 ＊２

　保育内容の指導法・環境 1 演習 1 ＊２

　保育内容の指導法・言葉 1 演習 1 ＊２

備考区分 授　業　科　目

単位
授業

方法

開講時期（標準履修年次）

基

幹

科

目

　２科目いずれか選択必修

　Ａは保育士・幼免必修
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）
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必修 選択 1年次 2年次 3年次 4年次

　保育内容の指導法・表現Ａ 1 演習 1 ＊２

　保育内容の指導法・表現Ｂ 1 演習 1 ＊２

　保育内容演習 2 ☆演習 2 ＊２

　保育・教職実践演習（幼稚園） 2 ☆演習 2 ＊２

　幼稚園教育実習事前事後指導 1 実習 ＊２

　幼稚園教育実習Ⅰ 2 実習 2 ＊２

　幼稚園教育実習Ⅱ 2 実習 2 ＊２

　保育実習指導Ⅰ 2 演習 ＊２

　保育実習Ⅰ 4 実習 4 ＊２

　保育実習指導Ⅱ—Ａ 1 演習 ＊２

　保育実習Ⅱ—Ａ 2 実習 2 ＊２

　保育実習指導Ⅱ—Ｂ 1 演習 ＊２

　保育実習Ⅱ－Ｂ 2 実習 2 ＊２

　学習心理学及び言語心理学（学習・言語心理学） 2 講義 2

　心身科学 2 講義 2

　比較心理学 2 講義 2

　生理心理学及び神経心理学（神経・生理心理学） 2 講義 2

　老年学 2 講義 2

　知覚心理学（知覚・認知心理学） 2 講義 2

　認知心理学（知覚・認知心理学） 2 講義 2

　対人心理学 2 講義 2

　社会心理学（社会・集団・家族心理学） 2 講義 2 公共社会学科・社会福祉学科の「社会心理学」と共通

　産業・組織心理学 2 講義 2

　司法・犯罪心理学 2 講義 2

　老年心理学 2 講義 2

　家族心理学（社会・集団・家族心理学） 2 講義 2

　感情・人格心理学 2 講義 2 公共社会学科・社会福祉学科の「人格心理学」と共通

　障害者・障害児心理学 2 講義 2

　健康・医療心理学 2 講義 2

　心理学的支援法 2 講義 2 ＊３

　心理演習 2 ☆演習 2 ＊３　演習時間：22.5時間

　心理的アセスメント 2 ☆演習 2 ＊３

　精神保健学 2 講義 2 社会福祉学科の精神保健学Ⅰと共通

　福祉心理学 2 講義 2

　医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 2 講義 2 社会福祉学科の「医学概論」と共通

　精神医学Ⅰ（精神疾患とその治療Ⅰ） 2 講義 2 社会福祉学科の「精神医学Ⅰ」と共通

　精神医学Ⅱ（精神疾患とその治療Ⅱ） 2 講義 2 社会福祉学科の「精神医学Ⅱ」と共通

　心理学実験Ⅰ　 2 ☆演習 2 ＊３

　心理学実験Ⅱ　 2 ☆演習 2 ＊３

　心理学研究法 2 講義 2

　心理学統計法 2 講義 2

　心理実習Ⅰ 1 実習 1 ＊３　実習時間：30時間

　心理実習Ⅱ 1 実習 1 ＊３　実習時間：30時間

　心理実習ⅢＡ 1 実習 1 ＊３　実習時間：15時間

　心理実習ⅢＢ 1 実習 1 ＊３　実習時間：15時間

　公認心理師の職責 2 講義 2 ＊３

　保健医療福祉の法と制度（関係行政論） 1 講義 1 看護学科の「保健医療福祉の法と制度」と共通

　更生保護（関係行政論） 2 講義 2 社会福祉学科の「更生保護」と共通

　人的資源管理論（関係行政論） 2 講義 2 ＊４　総合人間社会コースの「人的資源管理論」と共通

　社会統計学Ⅰ 2 講義 2

　データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1 ＊４

　データ処理とデータ解析Ⅱ 1 演習 1 ＊４

1
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必修 選択 1年次 2年次 3年次 4年次

　国際教育文化交流論 2 講義 2

　障害者教育総論 2 講義 2

　知的障害者の心理・生理・病理 1 講義 1

　肢体不自由者の心理・生理・病理 1 講義 1

　病弱者の心理・生理・病理 1 講義 1

　知的障害者の指導法 2 講義 2

　肢体不自由者の指導法 1 講義 1

　病弱者の指導法 1 講義 1

　知的障害者教育総論 1 講義 1

　発達・重複障害者教育総論 1 講義 1

　視覚障害者教育総論 1 講義 1

　聴覚障害者教育総論 1 講義 1

　特別支援学校教育実習事前事後指導 1 実習 1 ＊５

　特別支援学校教育実習 2 実習 2 ＊５

　キャリア論 2 講義 2 ＊４

　情報数学 2 講義 2 ＊４

　Webデザイン演習 1 演習 1 ＊４

　プログラミング概論 2 講義 2 ＊４

　情報ネットワーク論 2 講義 2 ＊４

　情報ネットワーク演習 1 演習 1 ＊４

　データベース論 2 講義 2 ＊４

　マルチメディア論 2 講義 2 ＊４

　プログラミング演習 1 演習 1 ＊４

　情報検索システム論 2 講義 2 ＊４

　地理情報システム論 2 講義 2 ＊４

　問題解決演習 1 演習 1 ＊４

　組織マネジメント 2 講義 2 ＊４

　ビジネス倫理 2 講義 2 ＊４

　個人情報法制 2 講義 2 ＊４

　演習 2 演習 2

　卒業論文 6 演習 6

　５：「＊５」は特別支援学校教諭二種免許状（知的障害者・肢体不自由者・病弱者）取得希望者

　　　のみ履修できる科目。

　４：「＊４」は総合人間社会コースの科目。

備考

関

連

科

目

注１：授業方法欄の「☆演習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業となる。

　２：「＊１」の基幹科目は必修科目６単位および選択必修科目２単位を含み、合計18単位の

      修得を卒業要件とする。

区分 授　業　科　目
単位 授業

方法

開講時期（標準履修年次）

      子ども心理教育支援プログラム希望者は、その限りではない。

　３：「＊２」はこどもコース、「＊３」は心理コースの学生が履修できる科目。ただし、
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遺伝学 2 講義

栄養学 2 講義

疫学 2 講義

保健統計学 2 講義

保健社会調査論 2 演習

健康科学 2 講義

臨床心理学 2 講義

精神保健学 2 講義

東洋医学概論 1 講義

保健社会学 1 講義

保健医療福祉の法と制度 1 講義

保健医療福祉行政論 2 講義

公衆衛生学 2 講義

別表第７－１　看護学部専門基礎科目

授業科目の区分と科目名

単位
授業

方法

開設時期（標準履修年次）

条　　　件

必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

2

2

2

2

2

2

2

1

2

1

人
間
の
見
方
と
健
康

2

2

人
間
と
保
健
・

医
療

1
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生態機能看護学Ⅰ 2 講義

生態機能看護学Ⅱ 2 講義

生態機能看護学Ⅲ 1 演習

看護生化学 2 講義

病態看護学Ⅰ 2 講義

病態看護学Ⅱ 2 講義

看護薬理学 2 講義

感染・免疫看護学演習 1 演習

生態・病態看護学実験 1 実験

基礎看護学概論 2 講義

人間のライフステージと看護 1 講義

健康レベルと看護 1 講義

環境への適応と看護 1 講義

基礎看護技術論 2 演習

対人関係と看護 1 演習

ケアリング論 1 講義

家族看護学 1 講義

シンプトンマネジメント論 1 演習

フィジカルアセスメント論 2 演習

看護過程 1 演習

看護倫理学 1 演習

暮らしと保健福祉・看護 2 講義

地域・在宅看護論 2 講義

地域・在宅看護論演習 2 演習

成人老年看護学Ⅰ（急性期） 2 講義

成人老年看護学Ⅱ（回復期・慢性期） 2 講義

成人老年看護学Ⅲ（終末期） 2 講義

クリティカルケア・周術期看護演習 2 演習

セルフケア支援演習 2 演習

小児看護学 2 講義

小児看護学演習 2 演習

リプロダクティブヘルス看護学 2 講義

リプロダクティブヘルス看護学演習 2 演習

精神看護学 2 講義

精神看護学演習 2 演習

チーム医療論 1 講義

災害看護学 1 講義 メディア授業科目

国際看護学 1 講義

医療安全 1 講義

看護管理論 1 講義

看護教育学 1 講義

統合実践演習 1 演習

看護情報学 1 演習

キャリア像確立講義Ⅰ 1 講義 メディア授業科目

キャリア像確立講義Ⅱ 1 講義 メディア授業科目

ケアリング・ナーシング演習 1 演習

看護研究 2 講義

専門看護学ゼミ 2 演習

卒業研究 2 演習

別表第７－２　看護学部専門科目

授業科目の区分と科目名

単位
授業

方法

開設時期（標準履修年次）

条　件　・　授　業　方　法

必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

実
験
看
護
学

2

2

2

2

1

2

基
礎
看
護
学

2

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

地

域

・

在

宅

看

護

論

2

2

2

成

人

・

老

年

看

護

学

2

2

2

2

2

小

児

看

護

学

2

2

リ

プ

ロ

ダ

ク

テ

ィ

ブ

ヘ

ル

ス

看

護

学

2

2

精

神

看

護

学

2

2

1

1

1

1

1

1

1 　

1

2

2

看
護
の
統
合
と
実
践

1

1

1

2
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基礎看護学実習Ⅰ 1 実習

基礎看護学実習Ⅱ 2 実習 基礎看護技術論、看護過程を履修している。

暮らしを知る実習 1 実習

暮らしの中の看護を知る実習 1 実習

在宅看護支援実習 2 実習 地域・在宅看護論演習を履修している。

地域包括支援実習 1 実習

成人老年急性期看護学実習 3 実習 クリティカルケア・周術期看護演習を履修している。

成人老年慢性期看護学実習 3 実習 セルフケア支援演習を履修している。

小児看護学実習 2 実習 小児看護学演習を履修している。

リプロダクティブヘルス看護学実習 2 実習 リプロダクティブヘルス看護学演習を履修している。

精神看護学実習 2 実習 精神看護学演習を履修している。

統合実習 3 実習

公衆衛生看護学Ⅰ 2 講義

公衆衛生看護学Ⅱ 2 講義

公衆衛生看護学Ⅲ 1 講義

公衆衛生看護技術論Ⅰ 2 演習

公衆衛生看護技術論Ⅱ 2 演習

ハイリスク支援論 2 講義

組織協働活動論 2 講義

公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅰ 2 演習

公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅱ 2 演習

公衆衛生看護管理論 2 講義

公衆衛生看護学実習Ⅰ 1 実習
公衆衛生看護学Ⅱ、公衆衛生看護アセスメント論Ⅰ・Ⅱ、公衆衛生看護

技術論Ⅰ・Ⅱを履修している。

公衆衛生看護学実習Ⅱ 4 実習

養護概説 2 講義

学校保健学 1 講義

教職実践演習（養護教諭） 2 演習 養護実習を履修している。

養護実習事前事後指導 1 実習

健康教育論 2 講義

養護実習 4 実習 養護実習事前事後指導を履修している。

注２： メディア授業科目とは、福岡県立大学における多様なメディアを高度に利用して行う授業に関する規則

授業科目の区分と科目名

単位
授業

方法

開設時期（標準履修年次）

条　件　・　授　業　方　法

必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

2

1

1

1

2

2

3

3

2

3

公
衆
衛
生
看
護
学

2

臨
地
実
習

1

2

2

2

2

1

2

2

2

1

4

2

2

2

1

学
校
保
健

2

1

注１： 履修とは、単位を修得するために履修登録をし、第28条第1項に定める出席をしたことを指す。

　　　 第2条に定める授業科目を示す。

2

4
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別表第８－１　教科及び教科の指導法に関する科目（高等学校教諭一種免許状〈公民〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

法学 2 講義 2 必修

政治学 2 講義 2 必修

国際政治学 2 講義 2

地方自治論 2 講義 2

社会学概論 2 講義 2 必修

社会学史Ⅰ 2 講義 2

国際社会学Ａ 2 講義 2

現代社会論Ａ

（ジェンダー・世代）
2 講義 2

家族社会学Ａ 2 講義 2

社会病理学 2 講義 2

社会調査実習Ⅰ 2 実習 2

社会調査実習Ⅱ 2 実習 2

地域社会学 2 講義 2

コミュニティ論 2 講義 2

都市社会学 2 講義 2

ＮＰＯ論 2 講義 2

多文化社会論 2 講義 2

アジア経済論 2 講義 2

社会福祉学概論Ⅰ 2 講義 2

経済学 2 講義 2 必修

哲学要論 2 講義 2

倫理学 2 講義 2

宗教学 2 講義 2

社会心理学 2 講義 2

地域社会分析法Ａ 2 講義 2

地域社会分析法Ｃ 2 講義 2

国際協力論 2 講義 2

公民科教育法Ⅰ 2 講義 2 必修

公民科教育法Ⅱ 2 講義 2 必修

備　考

１．上表の「公民科教育法Ⅰ」、「公民科教育法Ⅱ」以外の科目は、基盤教育科目及び公共社会学科の専門教育科目です。

２．「履修方法」欄の「必修」は免許状取得の上での必修科目であることを示します。

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目
区分

各科目に定めることが

必要な事項及び最低修得単位数
科目名 単位 方法

開設時期（標準履修年次）
履修方法

１科目

　選択必修

教科及び教科の指導法

に関する科目における

複数の事項を合わせた

内容に係る科目

各教科の指導法（情報

通信技術の活用を含

む。）

教
 
科
 
及
 
び
 
教
 
科
 
の
 
指
 
導
 
法
 
に
 
関
 
す
 
る
 
科
 
目

教
 
科
 
に
 
関
 
す
 
る
 
専
 
門
 
的
 
事
 
項

「法律学（国際法

を含む。）、政治

学（国際政治を含

む）」

24単位
「社会学、経済学

（国際経済を含

む。）」

但し、最低修

得単位数を超

えて履修した

科目は、大学

が独自に設定

する科目に充

てることがで

きる。

「哲学、倫理学、

宗教学、心理学」
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別表第８－２　教科及び教科の指導法に関する科目（高等学校教諭一種免許状〈情報〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

個人情報法制 2 講義 2 必修

現代社会論Ｂ

（情報社会論）
2 講義 2

現代社会論Ｃ

（情報社会と法）
2 講義 2

情報と職業 1 講義 1 必修

情報科学 2 講義 2 必修

情報処理応用演習 1 演習 1

情報数学 2 講義 2

社会統計学Ⅰ 2 講義 2 必修

社会統計学Ⅱ 2 講義 2

社会調査法 2 講義 2

社会調査の設計 2 講義 2

データ分析の基礎 2 講義 2

プログラミング概論 2 講義 2 必修

プログラミング演習 1 演習 1

データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1 必修

データ処理とデータ解析Ⅱ 1 演習 1

データベース論 2 講義 2 必修

情報検索システム論 2 講義 2

地理情報システム論 2 講義 2

情報ネットワーク論 2 講義 2 必修

情報ネットワーク演習 1 演習 1

マルチメディア論 2 講義 2 必修

Webデザイン演習 1 演習 1

情報科教育法Ⅰ 2 講義 2 必修

情報科教育法Ⅱ 2 講義 2 必修

備　考

１．上表の「情報と職業」、「情報科教育法Ⅰ」、「情報科教育法Ⅱ」以外の科目は、基盤教育科目、全学横断型科目

　　及び公共社会学科の専門教育科目です。

２．「履修方法」欄の「必修」は免許状取得の上での必修科目であることを示します。

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目
区分

各科目に定めることが

必要な事項及び最低修得単位数
科目名 単位 方法

開設時期（標準履修年次）
履修方法

各教科の指導法（情報

通信技術の活用を含

む。）

教
 
科
 
及
 
び
 
教
 
科
 
の
 
指
 
導
 
法
 
に
 
関
 
す
 
る
 
科
 
目

教
 
科
 
に
 
関
 
す
 
る
 
専
 
門
 
的
 
事
 
項

情報社会（職業に

関する内容を含

む。）・情報倫理

24単位

コンピュータ・情

報処理

但し、最低修

得単位数を超

えて履修した

科目は、大学

が独自に設定

する科目に充

てることがで

きる。
情報システム

情報通信ネット

ワーク

マルチメディア表

現・マルチメディ

ア技術

教科及び教科の指導法

に関する科目における

複数の事項を合わせた

内容に係る科目
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別表第８－３　教科及び教科の指導法に関する科目（中学校教諭一種免許状〈社会〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

日本史概論 2 講義 2 必修

日本近現代史 2 講義 2

西洋史概論 2 講義 2 必修

東アジア関係史 2 講義 2 必修

地理学 2 講義 2

地理学概論 2 講義 2 必修

世界地理 2 講義 2 必修

法学 2 講義 2 必修

政治学 2 講義 2 必修

国際政治学 2 講義 2

地方自治論 2 講義 2

社会学概論 2 講義 2 必修

社会学史Ⅰ 2 講義 2

国際社会学Ａ 2 講義 2

現代社会論Ａ

（ジェンダー・世代）
2 講義 2

家族社会学Ａ 2 講義 2

社会病理学 2 講義 2

社会調査実習Ⅰ 2 実習 2

社会調査実習Ⅱ 2 実習 2

地域社会学 2 講義 2

コミュニティ論 2 講義 2

都市社会学 2 講義 2

ＮＰＯ論 2 講義 2

多文化社会論 2 講義 2

アジア経済論 2 講義 2

社会福祉学概論Ⅰ 2 講義 2

経済学 2 講義 2 必修

哲学要論 2 講義 2

倫理学 2 講義 2

宗教学 2 講義 2

地域社会分析法Ａ 2 講義 2

地域社会分析法Ｃ 2 講義 2

国際協力論 2 講義 2

公民科教育法Ⅰ 2 講義 2 必修

公民科教育法Ⅱ 2 講義 2 必修

社会科教育法Ⅰ 2 講義 2 必修

社会科教育法Ⅱ 2 講義 2 必修

備　考

１．上表の「公民科教育法Ⅰ」、「公民科教育法Ⅱ」、「社会科教育法Ⅰ」、「社会科教育法Ⅱ」以外の

　　科目は、基盤教育科目及び公共社会学科の専門教育科目です。

２．「履修方法」欄の「必修」は免許状取得の上での必修科目であることを示します。

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目
区分

各科目に定めることが

必要な事項及び最低修得単位数
科目名 単位 方法

開設時期（標準履修年次）
履修方法

１科目

　選択必修

教科及び教科の指導法

に関する科目における

複数の事項を合わせた

内容に係る科目

各教科の指導法（情報

通信技術の活用を含

む。）

教
 
科
 
及
 
び
 
教
 
科
 
の
 
指
 
導
 
法
 
に
 
関
 
す
 
る
 
科
 
目

教
 
科
 
に
 
関
 
す
 
る
 
専
 
門
 
的
 
事
 
項

日本史・外国史

28単位

地理学（地誌を含

む。）

「法律学、政治

学」

「社会学、経済

学」

但し、最低修

得単位数を超

えて履修した

科目は、大学

が独自に設定

する科目に充

てることがで

きる。

「哲学、倫理学、

宗教学」
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別表第９－１　教育の基礎的理解に関する科目等（高等学校教諭一種免許状〈公民、情報〉）

１年次 ２年次

教育学概論Ｂ 2 講義 2 必修

教育史 2 講義 2

教職の意義及び教員の役割・職務内

容（チーム学校運営への対応を含

む。）

教師論 2 講義 2 必修

教育に関する社会的、制度的又は経

営的事項（学校と地域との連携及び

学校安全への対応を含む。）

教育社会学 2 講義 必修

発達心理学Ⅰ-Ａ 2 講義 2

教育心理学概論 2 講義 2

特別の支援を必要とする幼児、児童

及び生徒に対する理解

特別の支援を必要とする

子供の理解
1 講義 1 必修

教育課程の意義及び編成の方法（カ

リキュラム・マネジメントを含

む。）

教育課程論 2 講義 必修

総合的な探究の時間の指導法
総合的な学習の時間の指

導法
1 講義 1 必修

特別活動の指導法 特別活動 1 講義 1 必修

教育の方法及び技術 教育の方法と実践 1 講義 必修

情報通信技術を活用した教育の理論

及び方法
教育方法と情報技術 1 講義 必修

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論Ｂ 2 講義 必修

教育相談（カウンセリングに関する

基礎的な知識を含む。）の理論及び

方法

教育相談 2 講義 必修

進路指導及びキャリア教育の理論及

び方法
キャリア論（進路指導） 2 講義 必修

教育実習

事前事後指導（中高）
1 ☆実習

必修（公民）

必修（情報）

高校教育実習 2 実習
必修（公民）

必修（情報）

学校体験活動 学校インターンシップ 2 実習 必修

教職実践演習 2 教職実践演習（中高） 2 ☆演習 必修

備　考

１．この表の科目は、高等学校一種免許状（公民、情報）の取得のために特に履修する科目です。

２．「教育史」「発達心理学Ⅰ-Ａ」および「教育心理学概論」は人間形成学科の開設科目です。履修に当たっては

　　注意してください。

３．「履修方法」欄の必修等の指定は、免許状取得の上での指定です。

４．「☆演習」「☆実習」は毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目

教育実習
3

1

2

2

2

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指

導
法
及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に

関
す
る
科
目

8

1

1

2

2

2

１科目

　選択必修

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

教育の理念並びに教育に関する歴史

及び思想

10

幼児、児童及び生徒の心身の発達及

び学習の過程

2

2

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目
各科目に定めることが

必要な事項

単

位

数
科目名 単位 方法

開設時期（標準履修年次）

履修方法

３年次 ４年次
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別表第９－２　教育の基礎的理解に関する科目等（中学校教諭一種免許状〈社会〉）

１年次 ２年次

教育学概論Ｂ 2 講義 2 必修

教育史 2 講義 2

教職の意義及び教員の役割・職務内

容（チーム学校運営への対応を含

む。）

教師論 2 講義 2 必修

教育に関する社会的、制度的又は経

営的事項（学校と地域との連携及び

学校安全への対応を含む。）

教育社会学 2 講義 必修

発達心理学Ⅰ-Ａ 2 講義 2

教育心理学概論 2 講義 2

特別の支援を必要とする幼児、児童

及び生徒に対する理解

特別の支援を必要とする

子供の理解
1 講義 1 必修

教育課程の意義及び編成の方法（カ

リキュラム・マネジメントを含

む。）

教育課程論 2 講義 必修

道徳の理論及び指導法 道徳教育Ｂ 2 講義 必修

総合的な学習の時間の指導法
総合的な学習の時間の指

導法
1 講義 1 必修

特別活動の指導法 特別活動 1 講義 1 必修

教育の方法及び技術 教育の方法と実践 1 講義 必修

情報通信技術を活用した教育の理論

及び方法
教育方法と情報技術 1 講義 必修

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論Ｂ 2 講義 必修

教育相談（カウンセリングに関する

基礎的な知識を含む。）の理論及び

方法

教育相談 2 講義 必修

進路指導及びキャリア教育の理論及

び方法
キャリア論（進路指導） 2 講義 必修

教育実習

事前事後指導（中高）
1 ☆実習 必修（社会）

中学校教育実習 4 実習 必修（社会）

学校体験活動 学校インターンシップ 2 実習 必修

教職実践演習 2 教職実践演習（中高） 2 ☆演習 必修

備　考

１．この表の科目は、中学校一種免許状（社会）の取得のために特に履修する科目です。

２．「教育史」「発達心理学Ⅰ-Ａ」および「教育心理学概論」は人間形成学科の開設科目です。履修に当たっては

　　注意してください。

３．「履修方法」欄の必修等の指定は、免許状取得の上での指定です。

４．「☆演習」「☆実習」は毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

4

2

履修方法

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

教育の理念並びに教育に関する歴史

及び思想

10

幼児、児童及び生徒の心身の発達及

び学習の過程

１科目

　選択必修

科目
各科目に定めることが

必要な事項

単

位

数
科目名 単位 方法

開設時期（標準履修年次）

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科

目 10

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目

教育実習
5

1

３年次 ４年次

2

2

2

2

1

2

2

1

2

 

 

 

40



別表第１０－１　大学が独自に設定する科目（高等学校教諭一種免許状〈公民〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

生涯教育論 2 講義 2

道徳教育Ｂ 2 講義 2

東アジア関係史 2 講義 2

地理学 2 講義 2

地理学概論 2 講義 2

現代社会論Ｂ
（情報社会論）

2 講義 2

現代社会論Ｃ
（情報社会と法）

2 講義 2

社会調査法 2 講義 2

社会調査の設計 2 講義 2

データ分析の基礎 2 講義 2

データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1

地理情報システム論 2 講義 2

個人情報法制 2 講義 2

情報科学 2 講義 2

障害者教育総論 2 講義 2

不登校・ひきこもり援助論 2 講義 2

子供学習支援論 1 講義 1

備　考

１．上表の科目は、公共社会学科の専門教育科目とそれ以外の科目とが含まれています。

　「社会教育特講Ｂ」「社会教育特講Ｃ」「道徳教育Ｂ」「不登校・ひきこもり援助論」「子供学習支援

　論」の５科目は、自由選択科目として単位に算入されます。

大学が

独自に

設定す

る科目

高一種免（公民）

１２単位

但し、最低修得単位を超え

て履修した「教科及び教科

の指導法に関する科目」又

は「教育の基礎的理解に関

する科目等」について、併

せて12単位以上を修得

免許法施行規則の定める科目と
最低必要単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

別表第１０－２　大学が独自に設定する科目（高等学校教諭一種免許状〈情報〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

道徳教育Ｂ 2 講義 2

統計学 2 講義 2

数学概論 2 講義 2

社会調査実習Ⅰ 2 実習 2

社会調査実習Ⅱ 2 実習 2

地域社会分析法Ｃ 2 講義 2

家族社会学Ａ 2 講義 2

社会病理学 2 講義 2

国際協力論 2 講義 2

社会心理学 2 講義 2

障害者教育総論 2 講義 2

不登校・ひきこもり援助論 2 講義 2

子供学習支援論 1 講義 1

備　考

１．上表の科目は、公共社会学科の専門教育科目とそれ以外の科目とが含まれています。

　「道徳教育Ｂ」「障害者教育総論」「不登校・ひきこもり援助論」「子供学習支援論」の４科目は、

　自由選択科目として単位に算入されます。

大学が

独自に

設定す

る科目

高一種免（情報）

１２単位

但し、最低修得単位を超え

て履修した「教科及び教科

の指導法に関する科目」又

は「教育の基礎的理解に関

する科目等」について、併

せて12単位以上を修得

免許法施行規則の定める科目と
最低必要単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法
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別表第１０－３　大学が独自に設定する科目（中学校教諭一種免許状〈社会〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

生涯教育論 2 講義 2
現代社会論Ｂ
（情報社会論）

2 講義 2

現代社会論Ｃ
（情報社会と法）

2 講義 2

社会調査法 2 講義 2

社会調査の設計 2 講義 2

データ分析の基礎 2 講義 2

データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1

地理情報システム論 2 講義 2

個人情報法制 2 講義 2

情報科学 2 講義 2

社会心理学 2 講義 2

障害者教育総論 2 講義 2

不登校・ひきこもり援助論 2 講義 2

子供学習支援論 1 講義 1

備　考

１．上表の科目は、公共社会学科の専門教育科目とそれ以外の科目とが含まれています。

　「障害者教育総論」「不登校・ひきこもり援助論」「子供学習支援論」の３科目は、

　自由選択科目として単位に算入されます。

大学が

独自に

設定す

る科目

中一種免（社会）

４単位

但し、最低修得単位を超え

て履修した「教科及び教科

の指導法に関する科目」又

は「教育の基礎的理解に関

する科目等」について、併

せて４単位以上を修得

免許法施行規則の定める科目と
最低必要単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

 
 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

2  憲法 2 講義 2 必修

 健康科学実習Ⅰ 1 ☆実習 1 必修（学科）

 健康科学実習Ⅱ 1 ☆実習 1 必修（学科）

スピーキング・リスニング上級（1） 演習 1

スピーキング・リスニング中級（1） 演習 1

スピーキング・リスニング初級（1） 演習 1

スピーキング・リスニング上級（2） 演習 1

スピーキング・リスニング中級（2） 演習 1

スピーキング・リスニング初級（2） 演習 1

数理、データ活
用及び人工知能
に関する科目

 情報処理の基礎と演習 2 ☆演習 2 必修（学科）

情報機器の
操作

備　考

 日本国憲法

数理、データ
活用及び人工
知能に関する
科目又は情報
機器の操作

別表第１１　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目

　　　　　　（高等学校教諭一種免許状〈公民、情報〉及び中学校教諭一種免許状〈社会〉）

免許法施行規則の定める科目と最低
修得単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名
単
位

方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

2

2

 体育

2

１．「本学での履修方法」欄の「必修」は、免許状取得の上での必修科目であることを示し、
　「必修（学科）」及び「うち1科目を履修（必修）」は公共社会学科の必修指定科目（卒業要件）
　であることを示します。

２．　授業方法欄の「☆実習」「☆演習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

うち１科目を
履修（必修）

うち１科目を
履修（必修）

1

1

 外国語コミュニ
 ケーション
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

社会福祉学概論Ⅰ 2 講義 2

社会福祉学概論Ⅱ 2 講義 2

高齢者福祉 高齢者福祉論 2 講義 2

障害者福祉 障害者福祉論 2 講義 2

児童・家庭福祉 子ども家庭福祉論Ａ 2 講義 2

社会保障論Ⅰ 2 講義 2

社会保障論Ⅱ 2 講義 2

貧困に対する支援 公的扶助論 2 講義 2

地域福祉論Ⅰ 2 講義 2

地域福祉論Ⅱ 2 講義 2

ソーシャルワークの基盤と専門職 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 2 講義 2

ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ 2 講義 2

ソーシャルワークの理論と方法Ａ 2 講義 2

ソーシャルワークの理論と方法Ｂ 2 講義 2

ソーシャルワークの理論と方法Ｃ 2 講義 2

ソーシャルワークの理論と方法Ｄ 2 講義 2

社会福祉調査の基礎 社会福祉調査法 2 講義 2

ソーシャルワーク演習 ソーシャルワーク演習Ａ 1 演習 1

ソーシャルワーク演習Ｂ 2 演習 2

ソーシャルワーク演習Ｃ 1 演習 1

ソーシャルワーク演習Ｄ 1 演習 1

ソーシャルワーク実習Ａ 2 実習 2

ソーシャルワーク実習Ｂ 4 実習 4

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2 演習 2

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 1 演習 1

心理学と心理的支援 心理学概論（基盤教育科目） 2 講義 2

社会学Ａ（基盤教育科目） 2 講義 2

社会学Ｂ（基盤教育科目） 2 講義 2

医学概論 医学概論 2 講義 2

福祉サービスの組織と経営 福祉経営論 2 講義 2

保健医療と福祉 保健医療論 2 講義 2

権利擁護を支える法制度 権利擁護と成年後見制度 2 講義 2

刑事司法と福祉 更生保護 2 講義 2

別表第１２　社会福祉士受験資格（指定科目）

厚生労働大臣の
定める指定科目

本学での開設授業科目と履修方法

 科目名  単位  方法
開設時期（標準履修年次）

ソーシャルワーク実習

ソーシャルワーク実習指導

社会学と社会システム

社会福祉の原理と政策

社会保障

地域福祉と包括的支援体制

ソーシャルワークの理論と方法

ソーシャルワークの理論と方法（専門）

ソーシャルワーク演習（専門）
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

精神医学Ⅰ 2 講義 2

精神医学Ⅱ 2 講義 2

精神保健学Ⅰ 2 講義 2

精神保健学Ⅱ 2 講義 2

精神保健福祉の原理Ⅰ 2 講義 2

精神保健福祉の原理Ⅱ 2 講義 2

ソーシャルワークの理論と方法Ｅ 2 講義 2

ソーシャルワークの理論と方法Ｆ 2 講義 2

精神障害リハビリテーション論 精神障害リハビリテーション論 2 講義 2

精神保健福祉制度論 精神保健福祉制度論 2 講義 2

ソーシャルワーク演習 ソーシャルワーク演習Ａ 1 演習 1

ソーシャルワーク演習（専門） 精神保健福祉援助演習 4 演習

ソーシャルワーク実習指導 精神保健福祉援助実習指導 3 演習

ソーシャルワーク実習 精神保健福祉援助実習 5 実習

社会福祉学概論Ⅰ 2 講義 2

社会福祉学概論Ⅱ 2 講義 2

障害者福祉 障害者福祉論 2 講義 2

社会保障論Ⅰ 2 講義 2

社会保障論Ⅱ 2 講義 2

地域福祉論Ⅰ 2 講義 2

地域福祉論Ⅱ 2 講義 2

ソーシャルワークの基盤と専門職 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 2 講義 2

ソーシャルワークの理論と方法Ａ 2 講義 2

ソーシャルワークの理論と方法Ｂ 2 講義 2

社会福祉調査の基礎 社会福祉調査法 2 講義 2

心理学と心理的支援 心理学概論（基盤教育科目） 2 講義 2

社会学Ａ（基盤教育科目） 2 講義 2

社会学Ｂ（基盤教育科目） 2 講義 2

医学概論 医学概論 2 講義 2

権利擁護を支える法制度 権利擁護と成年後見制度 2 講義 2

刑事司法と福祉 更生保護 2 講義 2

5

4

3

別表第１３　精神保健福祉士受験資格(指定科目）

厚生労働大臣の
定める指定科目

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

社会福祉の原理と政策

社会保障

地域福祉と包括的支援体制

ソーシャルワークの理論と方法

社会学と社会システム

精神医学と精神医療

現代の精神保健の課題と支援

精神保健福祉の原理

ソーシャルワークの理論と方法（専門）
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別表第１４　教科及び教科の指導法に関する科目（高等学校教諭一種免許状〈福祉〉）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

社会福祉学概論Ⅰ 2 講義 2 必修

社会福祉学概論Ⅱ 2 講義 2 必修

高齢者福祉論 2 講義 2 必修

子ども家庭福祉論A 2 講義 2 必修

子ども家庭福祉論B 2 講義 2

障害者福祉論 2 講義 2 必修

ソーシャルワークの
基盤と専門職Ⅰ

2 講義 2 必修

ソーシャルワークの基盤

と専門職Ⅱ
2 講義 2 必修

ソーシャルワークの
理論と方法A

2 講義 2

ソーシャルワークの
理論と方法B

2 講義 2

ソーシャルワークの
理論と方法C

2 実習 2

ソーシャルワークの
理論と方法D

2 実習 2

介護理論及び介護

技術
介護福祉論 2 講義 2 必修

ソーシャルワーク演
習A

1 演習 1

ソーシャルワーク演
習B

2 演習 2

ソーシャルワーク演
習C

1 演習 1

ソーシャルワーク演
習D

1 演習 1

ソーシャルワーク実
習指導Ⅰ

2 演習 2 必修

ソーシャルワーク実
習指導Ⅱ

1 演習 1

ソーシャルワーク実
習A

2 実習 2 必修

ソーシャルワーク実
習B

4 実習 4

体構造及び日常生

活行動に関する理

解
医学概論 2 講義 2 必修

障害者・障害児心理
学

2 講義 2 必修

保健医療論 2 講義 2 必修

福祉科教育法Ⅰ	 2 講義 2 必修

福祉科教育法Ⅱ	 2 講義 2 必修

備　考

１．上表の「福祉科教育法Ⅰ」、「福祉科教育法Ⅱ」以外の科目は、基盤教育科目及び社会福祉学科の専門教育科目です。

２．「履修方法」欄の「必修」は免許状取得の上での必修科目であることを示します。

各教科の指導法（情報

通信技術の活用を含

む。）

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

社会福祉学（職業

指導を含む。）

24単位

高齢者福祉、児童

福祉及び障害者福

祉

社会福祉援助技術

但し、最低修

得単位数を超

えて履修した

科目は、大学

が独自に設定

する科目に充

てることがで

きる。"社会福祉総合実

習

（社会福祉援助実

習及び社会福祉施

設等における介護

実習を含む。）"	

加齢及び障害に関

する理解

教科及び教科の指導法

に関する科目における

複数の事項を併せた内

容にかかる科目

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目
区分

各科目に定めることが

必要な事項及び最低修得単位数
科目名 単位 方法

開設時期（標準履修年次）
履修方法
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

2  憲法 2 講義 2 必修

 健康科学実習Ⅰ 1 ☆実習 1 必修（学科）

 健康科学実習Ⅱ 1 ☆実習 1 必修（学科）

スピーキング・リスニング上級（1） 演習 1

スピーキング・リスニング中級（1） 演習 1

スピーキング・リスニング初級（1） 演習 1

スピーキング・リスニング上級（2） 演習 1

スピーキング・リスニング中級（2） 演習 1

スピーキング・リスニング初級（2） 演習 1

数理、データ活用
及び人工知能に関
する科目

 情報処理の基礎と演習 2 ☆演習 2 必修（学科）

情報機器の操作

備　考

うち１科目を
履修（必修）

 日本国憲法

 体育

 外国語コミュニ
ケーション

2

1

２．　授業方法欄の「☆実習」「☆演習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

別表第１６　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目

（高等学校教諭一種免許状〈福祉〉）

免許法施行規則の定める科目と最低修得
単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

2

2

１．「本学での履修方法」欄の「必修」は、免許状取得の上での必修科目であることを示し、「必修（学科）」
　及び「うち1科目を履修（必修）」は社会福祉学科の必修指定科目（卒業要件）であることを示します。

1

数理、データ活
用及び人工知能
に関する科目又
は情報機器の操
作

うち１科目を
履修（必修）
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１年次２年次３年次４年次

保育原理 講義 2 保育学 2 講義 2

 教育原理 講義 2 教育学概論Ａ 2 講義 2

子ども家庭福祉 講義 2 子ども家庭福祉 2 講義 2

社会福祉 講義 2 社会福祉 2 講義 2

子ども家庭支援論 講義 2 子ども家庭支援論 2 講義 2

社会的養護Ⅰ 講義 2 社会的養護Ⅰ 2 講義 2

保育者論 講義 2 保育者論 2 講義 2

保育の心理学 講義 2 発達心理学Ⅰ—Ｂ 2 講義 2

子ども家庭支援の心理学 講義 2 子ども家庭支援の心理学 2 講義 2

子どもの理解と援助 演習 1 幼児理解の理論と方法 2 ☆演習 2

子どもの保健 講義 2 子どもの保健 2 講義 2

子どもの食と栄養 演習 2 子どもの食と栄養 2 演習 2

保育の計画と評価 講義 2 保育カリキュラム論 2 講義 2

保育内容総論 演習 1 保育内容総論 2 ☆演習 2

保育内容の指導法・健康 1 演習 1

保育内容の指導法・人間関係 1 演習 1

保育内容の指導法・環境 1 演習 1

保育内容の指導法・言葉 1 演習 1

保育内容の指導法・表現Ａ 1 演習 1

保育内容の指導法・表現Ｂ 1 演習 1

幼児と健康 1 演習 1

幼児と人間関係 1 演習 1

幼児と環境 1 演習 1

幼児と言葉 1 演習 1

幼児と表現Ａ 1 演習 1

幼児と表現Ｂ 1 演習 1

乳児保育Ⅰ 講義 2 乳児保育Ⅰ 2 講義 2

乳児保育Ⅱ 演習 1 乳児保育Ⅱ 1 演習 1

子どもの健康と安全 演習 1 子どもの健康と安全 1 演習 1

障害児保育 演習 2 特別支援教育・保育 2 ☆演習 2

社会的養護Ⅱ 演習 1 社会的養護Ⅱ 1 演習 1

子育て支援 演習 1 子育て支援 1 演習 1

 保育実習Ⅰ 実習 4  保育実習Ⅰ 4 実習 4

保育実習指導Ⅰ 演習 2 保育実習指導Ⅰ 2 演習

総合

演習
 保育実践演習 演習 2  保育・教職実践演習（幼稚園） 2 ☆演習 2 必修

51 10 26 17 3 56

備　考

別表第１７　保育士資格（必修科目）

必修科目 本学での開設授業科目と履修方法

系列 教科目 方法 単位 科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次） 履修

方法

保育の

本質・

目的に

関する

科目

必修

保育の

対象の

理解に

関する

科目

必修

保育の

内容・

方法に

関する

科目

必修

保育内容演習 演習 5

保育内容の理解と方法 演習 4

　方法」欄のとおり56単位を履修してください。

２．本学での開設授業科目は、すべて人間形成学科の専門教育科目です。

３．「☆演習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

保育

実習
必修

2

合計（全科目必修科目） 合計（全科目必修科目）

１．告示で定める必修科目は、全ての系列にわたり、全科目必修で51単位です。本学では「履修
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系列 履修 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

 臨床心理学概論 2 講義 2

 発達心理学Ⅰ－Ａ 2 講義 2

 発達心理学Ⅱ 2 講義 2

 造形Ⅰ 1 演習 1

 造形Ⅱ 1 演習 1

 音楽Ⅰ 2 演習 2

 音楽Ⅱ 1 演習 1

 音楽Ⅲ 1 演習 1

 体育Ⅰ 1 演習 1

 体育Ⅱ 1 演習 1

 保育方法論 2 講義 2

 保育内容演習 2 ☆演習 2

 保育実習Ⅱ－Ａ 2 実習 2

 保育実習指導Ⅱ－Ａ 1 演習

 保育実習Ⅱ－Ｂ 2 実習 2

 保育実習指導Ⅱ－Ｂ 1 演習

備　考

１．選択必修科目は、「保育実習」系列を除く３つの系列から６単位以上を選択して履修しなければ

　ならず、「保育実習」系列から３単位以上を選択して履修しなければなりません。

２．「保育実習」系列の科目については、次のどちらかの組み合わせを選択しなければなりません。

・「保育実習指導Ⅱ－Ａ」＋「保育実習Ⅱ－Ａ」
・「保育実習指導Ⅱ－Ｂ」＋「保育実習Ⅱ－Ｂ」

３．本学での開設授業科目は、すべて人間形成学科の専門教育科目です。

９単位

以上

1

合計 18単位以上 ９単位以上 合計 設置24単位

保育実習

・保育実習Ⅱ又

　は保育実習Ⅲ

　２単位以上

・保育実習指導

　Ⅱ又は保育実

　習指導Ⅲ

　１単位以上

・保育実習Ⅱ－Ａ

又は保育実習Ⅱ

－Ｂ　　２単位以上

・保育実習指導Ⅱ

－Ａ又は保育実

習指導Ⅱ－Ｂ　１

単位以上

３単位

以上

1

15単位

以上

６単位

以上

保育の対象の

理解に関する

科目

保育の内容・

方法に関する

科目

別表第１８　保育士資格（選択必修科目）

選択必修科目
本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法
設置
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

幼児と健康 1 演習 1 必修

幼児と人間関係 1 演習 1 必修

幼児と環境 1 演習 1 必修

幼児と言葉 1 演習 1 必修

幼児と表現Ａ 1 演習 1 必修

幼児と表現Ｂ 1 演習 1 必修

保育内容総論 2 ☆演習 2 必修

保育内容の指導法・健康 1 演習 1 必修

 保育内容の指導法・人間関係 1 演習 1 必修

保育内容の指導法・環境 1 演習 1 必修

保育内容の指導法・言葉 1 演習 1 必修

保育内容の指導法・表現Ａ 1 演習 1 必修

保育内容の指導法・表現Ｂ 1 演習 1 必修

保育内容演習 2 ☆演習 2 必修

備　考

１．上記の科目は、すべて人間形成学科の専門教育科目です。

別表第１９　領域及び保育内容の指導法に関する科目（幼稚園教諭一種免許状）

施行規則の定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目区分
各科目に含めることが

必要な事項と

最低修得単位数

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修

方法

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

領

域

に

関

す

る

専

門

的

事

項

健　康

16単位

人間関係

環　境

言　葉

表　現

保育内容の指導法（情報機

器及び教材の活用を含

む。）
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教育の理念並びに教育に関

する歴史及び思想
教育学概論Ａ 2 講義 2  必修（学科）

教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。）

保育者論 2 講義 2 必修

教育に関する社会的、制度

的又は経営的事項（学校と

地域との連携及び学校安全

への対応を含む。）

教育制度論（関係行政論） 2 講義 2 必修

幼児、児童及び生徒の心身

の発達及び学習の過程
発達心理学Ⅰ—Ｂ 2 講義 2  必修（学科）

特別の支援を必要とする幼

児、児童及び生徒に対する

理解

特別支援教育・保育 2 ☆演習 2 必修

教育課程の意義及び編成の

方法（カリキュラム・マネ

ジメントを含む。）

保育カリキュラム論 2 講義 2 　必修

教育の方法及び技術（情報

機器及び教材の活用を含

む。）

保育方法論 2 講義 2  必修

幼児理解の理論及び方法 幼児理解の理論と方法 2 ☆演習 2  必修

教育相談（カウンセリング

に関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法

教育相談（幼児教育） 2 講義 2 必修

 幼稚園教育実習
事前事後指導

1 実習 必修

幼稚園教育実習Ⅰ 2 実習 2 必修

幼稚園教育実習Ⅱ 2 実習 2 必修

学校体験活動

教職実践演習 2
 保育・教職実践演習
 （幼稚園）

2 ☆演習 2 必修

備　考

１．上表の科目はすべて人間形成学科の専門教育科目であり、「履修方法」欄の「必修」は免許状取得

　の上での必修科目です。「必修（学科）」は、保育士資格・幼稚園教諭免許の取得を希望する学生に

  とって卒業要件を満たす上でも必修となる科目です。

２．上表の科目の他に、人間形成学科の専門教育科目から「保育学」を履修する必要があります。

３．「☆演習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

別表第２０　教育の基礎的理解に関する科目等（幼稚園教諭一種免許状）

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目

各科目に含めることが

必要な事項と

最低修得単位数

科目名 単位 方法

開設時期（標準履修年次）

履修方法

1

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

10

道

徳
、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導
、

教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

4

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目

教育実習

5
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施行規則の定める

科目区分等

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

造形Ⅰ 1 演習 1 必修

音楽Ⅰ 2 演習 2 必修

体育Ⅰ 1 演習 1 必修

生涯教育論 2 講義 2 必修

 保育学 2 講義 2 必修

造形Ⅱ 1 演習 1

音楽Ⅱ 1 演習 1

音楽Ⅲ 1 演習 1

体育Ⅱ 1 演習 1

知的障害者教育総論 1 講義 1

 発達・重複障害者
教育総論

1 講義 1

備　考

１．上表の科目は、すべて人間形成学科の専門教育科目です。

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

    ４単位

   選択必修

別表第２１　大学が独自に設定する科目（幼稚園教諭一種免許状）

本学での開設授業科目と履修方法

科目区分 科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法等

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

2 憲法 2 講義 2 必修

健康科学実習Ⅰ 1 ☆実習 1 必修

健康科学実習Ⅱ 1 ☆実習 1 必修

スピーキング・リスニング上級（1） 演習 1

スピーキング・リスニング中級（1） 演習 1

スピーキング・リスニング初級（1） 演習 1

スピーキング・リスニング上級（2） 演習 1

スピーキング・リスニング中級（2） 演習 1

スピーキング・リスニング初級（2） 演習 1

数理、データ活用及
工知能に関する科目

情報処理の基礎と演習 2 ☆演習 2 必修

情報機器の操作

備　考

２．「☆実習」「☆演習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

うち１科目を

履修（必修）

うち１科目を

履修（必修）

別表第２２ 幼稚園教諭一種免許状（教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目）

免許法施行規則の定める科目と最低修
得単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

日本国憲法

2

2

１．上表の科目は、すべて人間社会学部の基盤教育科目（教養科目、基礎科目）です。

2

数理、データ
活用及び人工
知能に関する
科目又は情報
機器の操作

 外国語コミュニケーション

体育

1

1
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

2  障害者教育総論 2 講義 2 必修

 知的障害者の心理・生理・病理 1 講義 1 必修

 肢体不自由者の心理・生理・病理 1 講義 1 必修

 病弱者の心理・生理・病理 1 講義 1 必修

 知的障害者の指導法 2 講義 2 必修

 肢体不自由者の指導法 1 講義 1 必修

 病弱者の指導法 1 講義 1 必修

・心身に障害のある幼児、児
童又は生徒の心理、生理及び
病理に関する科目

・心身に障害のある幼児、児
童又は生徒の教育課程及び指
導法に関する科目

 知的障害者教育総論 1 講義 1 必修

 発達・重複障害者教育総論 1 講義 1 必修

 視覚障害者教育総論 1 講義 1 必修

 聴覚障害者教育総論 1 講義 1 必修

 特別支援学校教育実習事前事後指導 1 実習 1 必修

 特別支援学校教育実習 2 実習 2 必修

備　考

別表第２３　特別支援教育領域に関する科目等（特別支援学校教諭二種免許状（知的障害者・肢体不自由者・病弱者））

免許法施行規則の定める科目と最低修得単位数

本学での開設授業科目と履修方法

科目名
単
位

方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

特別支援教育の基礎理論に関する科目

特別支援教育
領域に関する
科目

8

免許状に定め
られることと
なる特別支援
教育領域以外
の領域に関す
る科目

免許状に定められることとな
る特別支援教育領域以外の領
域に関する科目

3

心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の心理、生理及び病
理に関する科目

心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の教育課程及び指導
法に関する科目

心身に障害のある幼児、児童又は生徒につ
いての教育実習

3

１．　この表の科目は、特別支援学校教諭二種免許状（知的障害者・肢体不自由者・病弱者）の取得のために特に履修する科目です。

２．「履修方法」欄の「必修」は免許状取得の上での必修科目であることを示します。
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

 公認心理師の職責  公認心理師の職責 2 講義 2 必修

 心理学概論  心理学概論 2 講義 2 必修

 臨床心理学概論  臨床心理学概論 2 講義 2 必修

 心理学研究法  心理学研究法 2 講義 2 必修

 心理学統計法  心理学統計法 2 講義 2 必修

 心理学実験I 2 ☆演習 2 必修

 心理学実験Ⅱ 2 ☆演習 2 必修

 知覚心理学（知覚・認知心理学） 2 講義 2 必修

 認知心理学（知覚・認知心理学） 2 講義 2 必修

 学習・言語心理学  学習心理学及び言語心理学（学習・言語心理学） 2 講義 2 必修

 感情・人格心理学  感情・人格心理学 2 講義 2 必修

 神経・生理心理学  生理心理学及び神経心理学（神経・生理心理学） 2 講義 2 必修

 社会心理学（社会・集団・家族心理学） 2 講義 2 必修

 家族心理学（社会・集団・家族心理学） 2 講義 2 必修

 発達心理学Ⅰ-Ａ 2 講義 2 必修

 発達心理学Ⅱ 2 講義 2 必修

 障害者・障害児心理学  障害者・障害児心理学 2 講義 2 必修

 心理的アセスメント  心理的アセスメント 2 ☆演習 2 必修

 心理学的支援法  心理学的支援法 2 講義 2 必修

 健康・医療心理学  健康・医療心理学 2 講義 2 必修

 福祉心理学  福祉心理学 2 講義 2 必修

 教育心理学概論（教育・学校心理学） 2 講義 2 必修

 教育相談（教育・学校心理学） 2 講義 2 必修

 司法・犯罪心理学  司法・犯罪心理学 2 講義 2 必修

 産業・組織心理学  産業・組織心理学 2 講義 2 必修

人体の構造と機能及び疾病 医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 2 講義 2 必修

 精神医学I（精神疾患とその治療Ⅰ） 2 講義 2 必修

 精神医学Ⅱ（精神疾患とその治療Ⅱ） 2 講義 2 必修

 保健医療福祉の法と制度（関係行政論） 1 講義 1 必修

 教育制度論（関係行政論） 2 講義 2 必修

 更生保護（関係行政論） 2 講義 2 必修

 人的資源管理論（関係行政論） 2 講義 2 必修

 心理演習  心理演習 2 ☆演習 2 必修

心理実習I 1 実習 1 必修

 心理実習Ⅱ 1 実習 1 必修

 心理実習ⅢＡ 1 実習 1 必修

 心理実習ⅢＢ 1 実習 1 必修

別表第２４ 公認心理師国家試験受験資格を取得するために必要な科目

必要な科目

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修
方法

 心理実習
（80時間以上）

備考

１．法律で定められている公認心理師の受験資格は以下の3つです。いずれかに該当すれば受験資格を得ることができます。

（1）大学で公認心理師となるために必要な科目を修めて卒業し、かつ大学院で公認心理師となるために必要な科目を修めて修了した者

（2）大学で公認心理師となるために必要な科目を修めて卒業し、かつ2年以上、特定の施設において心理に関する支援の業務に従事した

者

（3）文部科学大臣及び厚生労働大臣が上記2つに掲げる者と同等以上の知識及び技能を有すると認定した者

２．受験資格を得るためには、すべての科目を履修してください。

３．「☆演習」は、毎週1回（90分）で半期、原則として15回の授業です。

 発達心理学

 心理学実験

 知覚・認知心理学

 社会・集団・家族心理学

 教育・学校心理学

 精神疾患とその治療

 関係行政論
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別表第２５ 保健師国家試験受験資格に関する科目 

 

 保健師国家試験受験資格を取得するためには、下記表に掲げる授業科目を履修し、単位を修得しなけれ

ばならない。 

 

       表 

授業科目 開講年次 単位数 

公衆衛生看護学Ⅰ 2 前期 2 

公衆衛生看護学Ⅱ 4 前期 2 

公衆衛生看護学Ⅲ 4 後期 1 

公衆衛生看護アセスメント論Ⅰ 3 通年 2 

公衆衛生看護アセスメント論Ⅱ 4 前期 2 

公衆衛生看護技術論Ⅰ 4 前期 2 

公衆衛生看護技術論Ⅱ 4 前期 2 

ハイリスク支援論 4 通年 2 

組織協働活動論 4 後期 2 

公衆衛生看護管理論 4 後期 2 

保健医療福祉の法と制度 1 前期 1 

保健医療福祉行政論 4 後期 2 

疫学 2 後期 2 

保健統計学 2 前期 2 

公衆衛生看護学実習Ⅰ 4 前期 1 

公衆衛生看護学実習Ⅱ 4 後期 4 
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別表第２６　養護に関する科目（養護教諭一種免許状）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

 公衆衛生学 2 講義 2 必修

疫学 2 講義 2 必修

保健統計学 2 講義 2 必修

保健社会学 1 講義 1 必修

学校保健学 1 講義 1 必修

小児看護学 2 講義 2 必修

暮らしと保健福祉・看護 2 講義 2 必修

養護概説 2 養護概説 2 講義 2 必修

健康相談活動の理論・
健康相談活動の方法

2 健康教育論 2 講義 2 必修

栄養学（食品学を含
む。）

2 栄養学 2 講義 2 必修

生態機能看護学Ⅰ 2 講義 2 必修

生態機能看護学Ⅱ 2 講義 2 必修

感染・免疫看護学演習 1 演習 1 必修

看護薬理学 2 講義 2 必修

精神保健 2 精神保健学 2 講義 2 必修

基礎看護学概論 2 講義 2 必修

基礎看護技術論 2 演習 2 必修

シンプトンマネジメント論 1 演習 1 必修

フィジカルアセスメント論 2 演習 2 必修

看護過程 1 演習 1 必修

看護研究 2 講義 2 必修

家族看護学 1 講義 1 必修

精神看護学 2 講義 2 必修

精神看護学演習 2 演習 2 必修

人間のライフステージと看護 1 講義 1 必修

成人老年看護学Ⅰ（急性期） 2 講義 2 必修

成人老年看護学Ⅱ（回復期・慢性期） 2 講義 2 必修

小児看護学演習 2 演習 2 必修

小児看護学実習 2 実習 2 必修

28 51 17 25 9 必修 51

施行規則に定める科目区分等 本学での開設授業科目と履修方法

科目

区分

各科目に含めることが必

要な事項

単

位

数
科目名 単位 方法

開設時期（標準履修年次） 履修
方法

10

合計

養

護

に

関

す

る

科

目

衛生学・公衆衛生学
（予防医学を含む。）

4

学校保健 2

解剖学・生理学 2

「微生物学、免疫学、
薬理概論」

2

看護学（臨床実習及び
救急処置を含む。）
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

・教育理念並びに教育に関

する歴史及び思想
 教育学概論Ｂ 2 講義 2 必修

・教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。）

 教師論 1 講義 1 必修

・教育に関する社会的、制

度的又は経営的事項（学校

と地域との連携及び学校安

全への対応を含む。）

教育と社会・地域 1 講義 1 必修

・幼児、児童及び生徒の心

身の発達及び学習の過程
発達心理学Ⅰ－Ａ 2 講義 2 必修

特別の支援を必要とする幼

児、児童及び生徒に対する

理解

 特別の支援を必要

とする子供の理解
1 講義 1 必修

・教育課程の意義及び編成

の方法(カリキュラム・マネジ

メントを含む。）

 教育課程編成論 2 講義 2 必修

 道徳教育Ａ 1 講義 1 必修

 特別活動・総合的

な学習の時間
1 講義 1 必修

・教育の方法及び技術（情

報機器及び教材の活用を

含む。）

 教育方法論 1 講義 1 必修

・生徒指導の理論及び方法  生徒指導論Ａ 2 講義 2 必修

・教育相談（カウンセリング

に関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法

 教育相談 2 講義 2 必修

 養護実習 4 実習 4 必修

学校体験活動

 教職実践演習 2
 教職実践演習
（養護教諭）

2 演習 2 必修

21 23 5 6 3 9 23

必修

8

6

別表第２７　教育の基礎的理解に関する科目等（養護教諭一種免許状）

本学での開設授業科目と履修方法

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次） 履修

方法

施行規則に定める科目区分等

科目
各科目に含めることが

必要な事項

単
位
数

・道徳、総合的な学習の時

間及び特別活動に関する

内容

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

道

徳

、
総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

内

容

及

び

生

徒

指

導

、
教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

5

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目

 養護実習

 養護実習
　事前事後指導

11 実習

合計
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

2  憲法 2 講義 2 必修

2  健康科学 2 講義 2 必修

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ初級（1） 演習

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ中級（1） 演習

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ上級（1） 演習

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ初級（2） 演習

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ中級（2） 演習

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ上級（2） 演習

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ初級（1） 演習

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ中級（1） 演習

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ上級（1） 演習

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ初級（2） 演習

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ中級（2） 演習

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ上級（2） 演習

 情報処理演習Ⅰ 1 演習 1 必修

 情報処理演習Ⅱ 1 演習 1 必修

情報機器の操作

8 10 8 2

 日本国憲法

 体育

 外国語コミュニ
ケーション

2

1 1
うち１科目を

履修（必修）

1 1
うち１科目を

履修（必修）

1 1
うち１科目を

履修（必修）

1 1

合計

別表第２８　教育職員免許法施行規則６６条の６に定める科目
（養護教諭一種免許状、養護教諭二種免許状）

 免許法施行規則の定める科目と最低
修得単位数

本学での開設授業科目

科目名 単位 方法
開設時期（標準履修年次）

履修方法

 数理、デー
タ活用及び人
工知能に関す
る科目又は情
報機器の操作

 数理、データ活
用及び人工知能
に関する科目 2

うち１科目を

履修（必修）

 日本語中級Ａ 3 演習

 日本語中級Ｂ 3 演習

3 演習

 日本語上級Ｂ 3 演習

　日本語会話Ａ 3 演習

　日本語会話Ｂ 3 演習

　日本事情Ａ 2 講義

　日本事情Ｂ 2 講義

　日本語表現論Ⅰ 1 演習

　日本語表現論Ⅱ 1 演習

 日本語上級Ａ

別表第２９　外国人留学生特別科目

授業科目の区分と科目名
授業

方法
単位

58


	大学学則
	学部履修規則



